


　

震
災
直
後
、
牡
蠣
漁
師
で
あ
る
友
人
の
船
か
ら
見

た
景
色
で
そ
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
。

　

塩
釜
に
生
ま
れ
、
多
賀
城
に
住
む
僕
は
、
そ
れ
ま

で
両
方
の
地
域
を
つ
な
げ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
湾
に
浮
か
ぶ
船
上
か
ら
見
る
と
、

塩
釜
も
多
賀
城
も
、
ま
た
七
ヶ
浜
、
浜
田
、
松
島
、

東
松
島
も
、
同
じ
湾
の
兄
弟
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
た
。
そ
れ
は
、
明
ら
か
に
陸
上
で
は

感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
初
め
て
の
感
覚
。

 　

調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
湾
全
域
が
縄
文
時
代
か
ら

の
製
塩
文
化
圏
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
な
お
さ

ら
、「
湾
」
で
連
携
す
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
合
併
し
よ

う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
・
文
化
・

生
き
方
を
尊
重
し
つ
つ
同
じ
方
向
を
見
る
こ
と
が
、

こ
れ
ま
で
と
違
う
新
し
い
力
を
生
む
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
う
考
え
て
行
動
し
始
め
た
時
、
風
変
わ
り
な
船

が
こ
の
湾
に
や
っ
て
き
た
。

　

タ
ネ
フ
ネ
に
初
め
て
乗
っ
た
と
き
。
外
海
か
ら
湾

へ
の
入
り
口
で
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
、
し
ば
ら
く
甲
板

に
寝
そ
べ
っ
た
。
太
平
洋
の
波
に
揺
ら
れ
浮
遊
す
る

タ
ネ
フ
ネ
が
「
何
に
も
所
属
せ
ず
、
た
だ
そ
こ
に
あ

る
湾
」
と
同
化
し
た
よ
う
な
気
が
し
た
。「
も
し
か
し

た
ら
タ
ネ
フ
ネ
は
、
こ
の
地
域
に
大
切
な
も
の
を
教

え
て
く
れ
る
フ
ネ
な
の
で
は
な
い
か
」
と
感
じ
た
。

　

タ
ネ
フ
ネ
を
き
っ
か
け
に
、
湾
全
域
の
仲
間
た
ち

の
輪
が
広
が
り
、
彼
ら
と
の
交
流
を
通
し
て
、
自
分

の
地
域
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
知
る
ほ
ど
に
、「
湾
」
は

僕
ら
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
と
確
信
し

て
い
っ
た
。

　

気
が
つ
い
た
ら
、
タ
ネ
は
小
さ
な
花
を
咲
か
せ
て

い
た
。
そ
の
小
さ
な
花
を
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ

き
た
い
と
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
し
た
。
次
は
自
分

ら
で
そ
の
花
の
タ
ネ
を
蒔
い
て
み
よ
う
と
思
う
。
次

の
世
代
が
、
ま
た
タ
ネ
を
蒔
き
た
い
と
思
う
花
が
咲

く
こ
と
を
願
っ
て
。

つ
な
が
る
湾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
委
員
会　

津
川
登
昭

こ
の
湾
に
、
タ
ネ
は
蒔
か
れ
た
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白
菜
の
ふ
る
さ
と
浦
戸
諸
島

勉
強
会
レ
ポ
ー
ト
2　
松
島
湾
沿
岸
の
貝
塚
群
と
塩
づ
く
り

勉
強
会
レ
ポ
ー
ト
3　
霊
場
・
松
島
と
伊
達
政
宗
の
お
月
見

勉
強
会
レ
ポ
ー
ト 

４　
海
か
ら
み
た
日
本
列
島

「つながる湾プロジェクト」は、私たちを育んで
きた海の文化を再発見し、味わい、共有し、表
現することで、地域や人・時間のつながりを「陸
の文化」とは違った視点でとらえなおそうと、
宮城県塩釜市で始まったプロジェクトです。
2013 年 5 月、TANeFUNe という小さな船が
塩釜にやってきました。TANeFUNe は、「海か
らの視点」を求め、伝える航海をしていました。
私たちは彼らとの交流を通し、私たちが暮らす
松島湾をもう一度発見し、海辺の記憶をたどる
旅を始めました。
私たちが見つけた海辺の記憶を、この本で一緒
にたどってみてください。

つながる湾
プロジェクト
はじまる。

わ
ん



　

い
ま
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
時
代
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
1
0
0
年
余
の

間
に
圧
倒
的
な
勢
い
で
流
れ
込
ん
で
来
た
近
代
化
が
過
渡
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
同
時
多
発
的
に
起
こ
っ
た
産
業
化
・
資
本

主
義
化
の
流
れ
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
ペ
ー
ス
を
急
速
に
早
め
、
合
理
的
に
し
ま

し
た
。
そ
の
過
程
で
は
、
捨
て
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
風
習
や
考
え
、
風
景
が
数
多

く
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
て
失
わ
れ
て
き
た
風
景
や
記
憶
を
い
ま
一
度

見
つ
め
直
す
視
線
が
、
T
A
N
e
F
U
N
e
で
伝
え
て
き
た
「
海
か
ら
の
視
点
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
利
便
性
や
経
済
性
だ
け
を
優
先
し
た
論
理
で
は

な
く
、
水
辺
に
あ
る
生
活
の
豊
か
さ
や
厳
し
さ
を
受
入
れ
、
そ
こ
に
あ
る
自
然
条

件
と
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
く
論
理
、
そ
れ
こ
そ
が
T
A
N
e
F
U
N
e
で
伝
え

て
き
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
様
々
な
知
恵
と
文
明
を

駆
使
し
た
現
代
社
会
を
生
き
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
視
点
を
持
ち
続
け

る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
水
や
海
、
船
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
け
で
は
な
く
、
陸
や
丘
の

上
で
も
、
都
会
の
街
中
で
も
有
効
な
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
、
塩
釜

で
ま
た
新
た
な
仲
間
た
ち
と
共
有
で
き
た
こ
と
を
幸
運
に
思
い
ま
す
。

※
北
前
船 

⋮ 

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
商
船
で
、
北
陸
以
北
の
日
本
海
沿
岸
諸
港
か
ら

下
関
を
経
由
し
て
瀬
戸
内
海
を
通
り
大
坂
に
至
る
航
路
を
行
き
交
っ
た
。

T
A
N
e
F
U
N
e
が
塩
釜
へ
！

　

舞
鶴
か
ら
新
潟
ま
で
の
記
憶
を
い
っ
ぱ
い
に
乗
せ
た
T
A
N
e
F
U
N
e
は
、

2
0
1
3
年
、
松
島
湾
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
景
勝
地
松
島

だ
け
で
は
な
い
湾
全
域
の
豊
か
さ
を
あ
ら
た
め
て
見
直
そ
う
と
す
る
塩
釜
の
人
た

ち
と
出
会
い
、
松
島
湾
で
の
新
た
な
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
藩
政
時
代
に
は
伊

達
藩
の
重
要
港
と
し
て
活
躍
し
、
東
北
の
太
平
洋
沿
岸
部
を
つ
な
ぐ
海
運
の
拠
点

で
も
あ
っ
た
塩
釜
港
と
、日
本
海
側
の
北
前
船
（
※
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
海
の

道
が
、
ど
こ
か
で
つ
な
が
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

5
月
2
6
日
に
桂
島
で
行
わ
れ
た
「
塩
竈
浦
戸
の
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で

の
お
披
露
目
と
浦
戸
諸
島
め
ぐ
り
に
は
じ
ま
り
、
T
A
N
e
F
U
N
e
は
塩
釜
と

浦
戸
諸
島
に
数
ヶ
月
間
滞
在
し
ま
し
た
。
一
つ
の
港
を
数
日
で
立
ち
去
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
日
本
海
で
の
航
海
の
ス
タ
イ
ル
と
は
異
な
り
、
こ
こ
で
は
あ
る

一
定
期
間
、
T
A
N
e
F
U
N
e
が
日
常
的
に
在
る
風
景
を
つ
く
る
こ
と
で
、
塩

釜
本
土
と
浦
戸
諸
島
を
つ
な
ぎ
、
浦
戸
諸
島
の
島
々
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
人
と
人
、

地
域
と
地
域
が
出
会
う
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
し
た
。

【船質】ＦＲＰ（繊維強化プラスチック）

【大きさ】長さ 5.36m、幅 2.70m、高さ約 3m

【重量】0.9 ｔ   【機関】船外機（60 馬力）   【定員】5 名

【速度】平均 7 ノット（時速約 13km）

【形状】朝顔の種を模している

アーティスト・日比野克彦の監修・デザインのもと、2010

年から 3 年をかけて、若狭湾の港町・舞鶴で造船された。

日比野氏が 2003 年から行っていた「明後日朝顔プロジェ

クト」（※）で育てられた全国を旅する“朝顔の種”が、ま

さに「人やモノ、地域をつなぐ“船”のようだ」という着

想から、「種は船」プロジェクトが誕生。舞鶴からプロジェ

クトの起点である新潟まで航海をすることを目標に造船を

行い、延べ 5,000 人以上の市民が関わった。

※明後日朝顔プロジェクト…「大地の芸術祭 越後妻有アートト
リエンナーレ 2003」において、日比野克彦が新潟県十日町市莇
平の集落約 20 戸の住民たちと朝顔を育てて交流したことからス
タート。莇平での栽培と種の収穫が続けられるほか、ここで採
れた種が水戸、福岡、岐阜と各地に運ばれて栽培の輪が広がり、
2013 年は 25 地域が参加。人の記憶を載せた種が地域と地域を
繋げ、大きなネットワークとなっている。

TANeFUNe が巡った地域 What's“TANeFUNe”??

2012 年、〈TANeFUNe〉は京都・舞鶴から新潟までの約

970km を、35 の港に立ち寄りながら 81 日間をかけて航海。

その後、六本木での展示を経て、宮城県を訪れる。

TANeFUNe は各港で出会った人たちが描いた絵や、つくっ

たモノ、いただいたモノなどを「宝物」として船に積み込

む。同時に、日本列島を「海

からの視点」で見直し、水

辺にある営みの多様性や豊

かさを発信していく。

2
0
1
3
年
5
月
26
日
。
浦
戸
諸
島
桂
島
で
開
催
さ
れ
た
「
塩
竈
（
し
お
が
ま
）

浦
戸
の
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
、
風
変
わ
り
な
小
型
船
が
登
場
し
ま
し
た
。
そ
の

名
も
︿
T
A
N
e
F
U
N
e
（
た
ね
ふ
ね
）﹀。
遠
く
京
都
の
舞
鶴
市
か
ら
、「
海
か

ら
の
視
点
」
を
探
求
し
伝
え
る
役
割
を
背
負
っ
て
や
っ
て
き
た
こ
の
船
は
、
こ
の
日

か
ら
約
4
ヵ
月
の
間
、
塩
釜
や
浦
戸
諸
島
に
滞
在
し
、
地
元
の
人
々
と
の
対
話
や

交
流
を
重
ね
ま
し
た
。

森
真
理
子　
（
一
般
社
団
法
人
t
o
r
i
n
d
o
代
表
）

南
山
大
学
卒
業
後
、
学
芸
員
等
を
経
て
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
美
術
・
演
劇
・
ダ
ン
ス
・
音
楽

な
ど
の
企
画
制
作
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行
う
。
2
0
0
9
年
よ
り
京
都
府
舞
鶴
市
で
の
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ま
い
づ
る
R
B
」
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
2
0
1
2
年
よ
り
一
般
社
団
法

人
t
o
r
i
n
d
o
を
立
ち
上
げ
、
日
比
野
克
彦
監
修
の
「
種
は
船
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ほ
か
、
遠
藤
一
郎
に
よ
る
小
中
学
校
支
援
学
級
で
の
共
同
作
品
展
や
、
ダ
ン
サ
ー
・
砂
連
尾

理
と
老
人
ホ
ー
ム
の
お
年
寄
り
ら
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ
「
と
つ
と
つ
」
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
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塩　竈    Shiogama city

“塩”作りの神事が残る港町。陸奥国一
宮である鹽竈神社の門前町として栄え、
松尾芭蕉も訪れたとされる。松島湾に
浮かぶ浦戸諸島への定期汽船もここか
ら出航する。

「塩竈」とは製塩用のかまどの意で、地
名の由来にもなっていることから公文
書では「塩竈」を使用することになっ
ているが、実用性から「塩釜」と表記
することも認められている。
本プロジェクトの活動拠点。

松島湾    Matsushima wan

宮城県の中ほどに位置する塩釜、多賀
城、七ヶ浜、浜田、松島、東松島の各
地域に面する湾。湾内には浦戸諸島が
あり、かつては太平洋への玄関口とし
て栄えていた。
海域は水深が浅く、プランクトンが豊
富で波が穏やかであるため、海苔や牡
蠣の養殖が行われ、種牡蠣は全国に出
荷されている。

松　島    Matsushima city

松島湾の名称の由来となる町。日本三景のひとつに数え
られる景勝地として知られ、国の特別名勝に指定されて
おり、その島々は文化財として保護管理されている。
中世の頃より数多くの和歌に詠まれ、伊達家の菩提寺で
ある国宝・瑞巌寺をはじめとする数多くの歴史的文化財
が残されている。港からは松島湾を周遊する遊覧船が就
航しており、船上から島々を眺めることができる。

浦戸諸島　 Urato syoto

浦戸諸島（うらとしょとう）とは、松島湾の入り口に
ある島嶼群の名称。四島の有人島のほか、無人島で名
前が分かっている島が 53、その他無名の島も多数ある。
名前は「松島湾（浦）の門戸」の意で、「外松島」とも
呼ばれる。塩釜港から市営汽船で渡ることができ、最
も近い桂島へは 23 分、最も遠い朴島へは 54 分程で到
着する。

宮戸島 　Miyato zima

東松島市の陸繋島で、松島湾と石巻湾とを分ける位置にある松
島湾最大の面積を持つ島。
島の中央に位置する大高森からの眺望は「壮観」と呼ばれ、「松
島四大観」のひとつに数えられる。また､ 日本最大規模の「里
浜貝塚」があり、塩作りの痕跡も発見されている。

塩竈
市営
汽船
航路

SHIOGAMA・TAGAJYO・HIGASHI MATSUSHIMA・
MATSUSHIMA・SHICHIGAHAMA・RIFU活動地域
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チーム wan 勉強会

塩釜・松島湾や海の文化、浦戸諸島
などの歴史について、様々な分野の
講師を招いて学ぶ勉強会。

語り継ぎのためのリーディング

地域の物語や先人の知恵を、私たち一人
一人の言葉で語り継いでいくきっかけを
つくる取り組み。物語の朗読、歌や詩、
料理、服飾制作などを通して地域の財産
を学び、表現する手法を体験。

同居湾

TANeFUNe の船長・喜多直人が
カメラを通して塩釜・浦戸諸島の

「今」を記録していくプロジェクト。

つながる湾フォーラム

松島湾の海辺に暮らす人達と一緒に、海辺の暮
らしについて学び、語り合うフォーラム。水の
文化や、浦戸諸島で作られる白菜の種について
の基調講演の他、パネルディスカッション等を
実施。

海辺の記憶をたどる旅展

つながる湾プロジェクトを通して得た
湾の財産を一堂に集めた、参加型の企
画展。湾の記憶を疑似体験できるすご
ろく、ワークショップ、写真やプロジェ
クトで使った道具の展示、クロストー
ク等を実施。

浦戸食堂

各地域の家庭料理の背景にある人々の
姿や記憶、固有の文化を見つけ出し、後
世へと伝えていくプロジェクト。浦戸
諸島で愛された料理を通して、島民達
の心の奥に眠っていた記憶を鮮やかに
蘇らせた。

そらあみ － 松 島 －

語り継ぎのためのワークショップ

湾の記憶ツーリズム

7000 年前から脈々と人が暮らし続け
る松島湾。この土地にひそむ「湾の記
憶＝文化・歴史・風土」をフィールドワー
クを通して発見してもらう体験型企画。

そらあみ － 浦戸諸島 －

参加者と共に空に向かって漁網を編むこと
で、人をつなぎ、記憶をつなぎ、完成した
網の目を通して土地の風景を捉え直す、アー
ティスト・五十嵐靖晃によるプロジェクト。

TANeFUNe カフェ

TANeFUNe が浦戸諸島 4 島 5 地区で
移動カフェを開設。美味しい冷茶と共
に、浦戸諸島での生活や、他地域の海
についてお話したり、島の様子をスケッ
チする場を提供。

TANeFUNe 来訪

「つながる湾プロジェクト」がはじまる

プロジェクト一覧とタイムライン
CHRONOLOGICAL  TABLE  0F  TSUNAGARU  WAN  PROJECT

「つながる湾プロジェクト」では、海辺の記憶を発見するための小さなプロジェクトを複数実施
しています。このページでは、2013 年のスタート時点からこれまでに行ったプロジェクトを
まとめました。

内 容    Page 22 - 25

内 容    Page 18 - 19

内 容    Page 12 - 13

内 容    Page 22 - 25

内 容    Page  6 - 7

内 容    Page 34 - 35

内 容    Page 17

内 容    Page 28 - 29

内 容    Page 30 - 33

内 容    Page 30 - 33
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も
っ
と
地
元
の
こ
と
を
知
り
た
い
！

　

そ
の
想
い
か
ら
、
チ
ー
ム
w
a
n
勉
強
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
湾
に
は
、
何
も
知
ら
な
く
と

も
そ
の
場
に
行
く
だ
け
で
感
じ
ら
れ
る
美
し
さ
・

心
地
よ
さ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
史
跡

や
街
並
み
な
ど
、
湾
の
歴
史
や
文
化
を
知
る
こ
と

に
よ
っ
て
よ
り
輝
き
を
増
す
魅
力
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地
域
を
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
方
々
に

魅
力
を
説
明
す
る
に
は
知
識
が
必
要
で
す
。

　

勉
強
会
を
通
し
て
私
た
ち
は
、
浦
戸
諸
島
や
こ

の
湾
を
囲
む
地
域
に
は
海
や
湾
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
多
く
の
歴
史
や
文
化
が
あ
る
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
な
ら
ガ
イ
ド
に
載
っ
て

い
る
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、
そ
の
景
色
や
史
跡
を
た

だ
眺
め
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
海
上
交
易
の
要
所
と
し
て
栄
え
た
こ
の

地
域
に
は
、
そ
の
面
影
を
遺
す
も
の
が
今
で
も
数

多
く
あ
り
、
地
形
や
史
跡
、
人
々
の
営
み
を
あ
ら

た
め
て
眺
め
る
と
、
こ
の
地
域
に
眠
る
文
化
や
歴

史
が
色
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。
一
見
、
景

色
以
外
何
も
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
こ
の
湾
に

は
、
実
は
多
く
の
魅
力
が
潜
ん
で
い
ま
し
た
。
自

2013 年に TANeFUNe が塩釜や浦戸諸島での活
動を始めた頃、地元塩釜メンバーは、湾の文化、
海の文化、浦戸諸島の文化を学ぶ勉強会を開始し
ました。
　
コーディネートは、地域の財産を認識し育てるコ
ミュニティを発足させるべく活動している「一般
社団法人チガノウラカゼコミュニティ」。地元の
歴史を研究している方や、海苔の生産者、文化の
視点から白菜の種採りに取り組む方など多彩なゲ
ストを招き、不定期で開催しています。

知らなかった“湾”を学ぶ

チ
ー
ム
w
a
n
勉
強
会

P
R

O
J

E
C

T
 1

「三陸汽船ファンの集い」　講師：大和田庄治

「藻塩焼神事の秘密」　講師：津川登昭

「初めて世界一周した日本人・津太夫と左平」　講師：綿晋

「白菜のふるさと浦戸諸島」　講師：高橋信壮

「俺らの財産・海苔を知る会」　講師：星博 

「海から見た日本列島」　講師：山田創平

「ハゼのじゅずっこ釣り＆松島湾のアマモ再生」　講師：伊藤栄明 

「松島湾沿岸の貝塚群と塩づくり」　講師：菅原弘樹

「霊場・松島と伊達政宗のお月見」　

身
の
感
性
や
趣
向
に
身
を
委
ね
、
楽
し
み
を
選
び

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
こ
の
地
域
の
豊
か
さ
に
私

た
ち
は
気
付
か
さ
れ
た
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
勉

強
会
を
通
し
て
共
に
学
ん
で
い
く
中
で
、
こ
の
故

郷
を
愛
す
る
仲
間
と
の
繋
が
り
が
醸
成
さ
れ
た
と

感
じ
ま
す
。

　

一
方
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ
り
、
我
々

の
繋
が
り
の
根
底
を
な
す
こ
の
地
域
の
魅
力
は
急

速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
の
重
大

さ
は
こ
の
地
域
に
つ
い
て
学
ん
だ
事
に
よ
り
、
よ

り
強
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
た

ち
に
は
何
が
で
き
る
の
か
。
勉
強
会
は
そ
の
こ
と

を
考
え
る
大
切
な
一
歩
と
も
な
り
ま
し
た
。

（
土
見
大
介
）

チ
ー
ム
w
a
n
（
わ  

ん
）
と
は
?

塩
釜
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
松
島
湾
域
に
暮

ら
す
人
々
、
湾
に
興
味
の
あ
る
仙
台
圏
の
人
々

ら
が
集
う
。
オ
ー
プ
ン
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、

「
w
a
n
」
に
は
「
湾
」
の
ほ
か
「
ワ
イ
ド
エ

リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
意
も
含
む
。

これまでのテーマ

レポート vol.1

レポート vol.2

レポート vol.3

レポート vol.4
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日
本
人
に
身
近
な
食
材
の
白
菜
で
す
が
、
浦
戸
諸
島
で
種
が
採
種
さ
れ

た
こ
と
が
日
本
で
の
白
菜
の
普
及
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
を
、
私
は
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
日
の
勉
強
会
で
は
、
白
菜
づ
く
り
の
歴
史
や
現

在
の
高
橋
さ
ん
の
取
り
組
み
、
白
菜
を
用
い
た
食
交
流
な
ど
に
つ
い
て
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

白
菜
は
、
明
治
時
代
に
中
国
か
ら
種
が
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
の
交
配

が
う
ま
く
い
か
ず
、
国
内
で
種
を
採
る
ま
で
に
は
多
く
の
苦
労
が
あ
り

ま
し
た
。
白
菜
は
ア
ブ
ラ
ナ
科
ア
ブ
ラ
ナ
属
で
菜
の
花
を
咲
か
せ
る
植

物
で
す
が
、
他
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
植
物
と
交
配
し
や
す
く
、
当
時
は
純

粋
な
白
菜
の
種
を
採
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
の
で
す
。
種
採
り
に
成
功

し
た
の
は
大
正
時
代
。
伊
達
家
養
種
園
の
技
師
・
沼
倉
吉
兵
衛
氏
が
様
々

な
実
験
を
行
い
、
人
工
的
に
隔
離
し
た
部
屋
で
純
度
の
高
い
種
が
採
れ

た
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
、
離
島
で
の
栽
培
を
考
え
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て

選
ん
だ
の
が
松
島
湾
の
浦
戸
諸
島
。
無
人
島
だ
っ
た
馬
放
島
で
白
菜
の

種
の
み
を
植
え
た
と
こ
ろ
、
純
度
の
高
い
種
が
実
っ
た
の
で
す
。
こ
う

し
て
松
島
湾
の
島
で
採
種
さ
れ
た
種
に
は
「
松
島
白
菜
」
の
名
が
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。
大
正
11
年
に
は
渡
辺
穎
二
氏
に
よ
っ
て
渡
辺
採
種
場
が

設
立
さ
れ
、
島
民
の
方
々
の
協
力
を
得
て
多
く
の
種
が
採
れ
る
よ
う
に

な
り
、
全
国
へ
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
種
を
使
っ
て
宮
城
県
内
で
育

て
ら
れ
た
白
菜
は
「
仙
台
白
菜
」
と
名
付
け
ら
れ
、
昭
和
初
期
ま
で
日

本
一
の
出
荷
量
を
誇
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
で
も
浦
戸
諸
島
で
は
、
朴
島
と
野
々
島
で
白
菜
の
種
取
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
後
、
高
橋
さ
ん
た
ち

は
、
仙
台
市
内
や
島
の
小
中
学
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
と
と
も
に
白
菜

の
種
植
え
を
行
い
、
採
種
文
化
の
保
存
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

白
菜
の
ふ
る
さ
と
浦
戸
諸
島

松島白菜  Matsushima Hakusai

松島湾の浦戸諸島を中心に育成・採種された白菜品種群の呼称。

1915（大正 4）年に伊達家養種園の技師 • 沼倉吉兵衛が、隔離栽培

できる島の環境を利用して採種に成功。1922（大正 11）年には渡

辺穎二が“渡辺採種場”を設立して桂島での採種事業を開始し、順次

他の島へも拡大された。多くの島民の協力を得て純

度の高い白菜種子が量産され、「松島白菜」の種子は

全国の農村に広く供給されることとなった。地元宮

城県でも大きな産地が形成され、「仙台白菜」の産地

銘柄で全国に出荷、大正末期から昭和初期まで全国

一の出荷量を誇った。

勉強会レポート 　　　

宮
沢
賢
治
の
作
品
に
登
場
す
る
「
白
菜
畑
」
を
テ
ー
マ
に
、
岩
手
と

の
地
域
交
流
や
食
文
化
を
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

白
菜
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
お
話
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
は
、
普
段

何
気
な
く
食
し
て
い
る
白
菜
に
は
、
そ
の
始
ま
り
の
種
一
粒
に
も
歴

史
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
作
り
手
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
地
域
特
性
を
生
か
し
た
食
材
づ
く
り
や
、
先
人
の
知
恵

の
賜
物
で
あ
る
白
菜
の
種
採
り
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
地
域
資
源
と

し
て
守
り
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
の
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
な

の
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。　
（
相
原
綾
乃
）

勉
強
会
講
師
紹
介

高
橋
信
壮
（
リ
エ
ゾ
ン
キ
ッ
チ
ン
・
食
の
学
人
の
会
）

私
立
明
成
高
等
学
校
調
理
科
教
諭
。
2
0
0
6
年
か
ら
多
様
な
地
域
連
携
の
も

と
、「
食
の
学
び
」
の
活
動 

「
リ
エ
ゾ
ン
キ
ッ
チ
ン
」
を
進
め
て
い
る
。
東
日
本

大
震
災
後
か
ら
は
、
塩
釜
市
浦
戸
諸
島
の
野
々
島
で
「
白
菜 

の
採
種
文
化
の
保

存
活
動
」
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
「
松
島
白
菜
」
の
も
と
と
な
っ
た
「
芝
罘
白
菜
」

を
モ
チ
ー 

フ
に
描
い
た
宮
沢
賢
治
の
作
品
『
白
菜
畑
』
と
の
出
会
い
か
ら
、
宮

城
と
岩
手
の
地
域
を
結
ん
だ
食
文
化
交
流
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。



湾
の
記
憶
を
た
ど
る
旅

P
R

O
J

E
C

T
 2

17 16

「チーム wan 勉強会」を重ねることで見えてきた「湾の記憶」。こ
れをより多くの人に共有するべく、体験プログラムと企画展を開
催しました。

「湾の記憶ツーリズム」では、江戸時代の湾の記憶や浦戸諸島に暮
らす人びとの目線、7000 年前から変わらない湾の風景を体感する
プログラムを企画。

「海辺の記憶をたどる旅展」では、これまでに集めた湾の記憶を一
堂に会し、展示、トーク、ワークショップ、すごろくなど、多彩
な表現を試みました。

SCHEDULE.

「
湾
の
記
憶
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
参
加
し
て

　

浦
戸
諸
島
と
松
島
湾
を
存
分
に
体
感
し
た
あ
の
旅

は
、
歴
史
、
暮
ら
し
、
食
、
物
語
と
音
楽
、
人
、
未
来
、

景
観
、
そ
の
他
多
く
の
要
素
が
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
妻
と
12
歳
の
娘
の
家
族
3
人
で
参
加
。
し
ば
ら

く
故
郷
の
塩
釜
を
離
れ
て
い
た
私
に
は
改
め
て
地
元

と
自
分
を
見
つ
め
直
す
貴
重
な
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
の
は
寒
風
沢
島
。
そ
こ
で
約

二
百
二
十
年
前
に
図
ら
ず
も
日
本
初
の
世
界
一
周
を

し
た
浦
戸
出
身
の
船
乗
り
、
津
太
夫
た
ち
の
物
語
と
、

そ
の
思
い
を
唄
に
し
た
「
淡
海
節
」

を
聴
き
ま
し
た
。
実
際
に
津
太

夫
の
暮
ら
し
が
あ
っ
た
こ
の

島
で
聞
い
た
物
語
に
、
彼

ら
の
望
郷
の
念
の
深
さ
を

思
う
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
か
つ
て
船
乗
り

達
が
日
和
を
見
た
日
和
山
へ
。

貴
重
な
方
角
石
を
見
た
り
、
遊
女
達

の
願
い
が
偲
ば
れ
る
縛
り
地
蔵
に
掛
け
ら
れ
た
逆
風

祈
願
と
い
う
風
習
な
ど
、
興
味
深
い
話
を
聞
き
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
こ
で
聴
い
た
遊
女
の
思
い
を
乗
せ
た

淡
海
節
、
三
味
線
の
音
色
と
唄
声
で
二
百
年
前
に
誘

わ
れ
ま
し
た
。

　

島
歩
き
か
ら
戻
っ
た
民
宿
で
は
島
の
恵
み
溢
れ
る

言
葉
に
、
皆
、
私
と
同
じ
気
持
な
の
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

海
か
ら
の
視
点
に
立
っ
て
湾
の
一
体
感
を
見
事
に

再
現
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
感
謝
。
多
彩
な
行

程
に
も
島
時
間
の
リ
ズ
ム
を
壊
さ
な
い
見
事
な
構

成
。
プ
ロ
の
ガ
イ
ド
が
い
る
訳
で
も
な
く
、
地
元
を

は
じ
め
様
々
な
出
身
地
や
経
歴
を
も
っ
た
方
々
が

作
っ
た
こ
の
旅
は
、
個
性
豊
か
で
、
多
く
の
人
々
に

自
慢
し
た
く
な
る
、
湾
へ
の
愛
情
い
っ
ぱ
い
の
旅
で

し
た
。

　

今
回
の
旅
を
通
し
て
私
た
ち
家
族
が
出
会
っ
た
記

憶
や
暮
ら
し
、
そ
し
て
そ
こ
に
見
え
た
地
元
と
の
関

わ
り
は
、
更
な
る
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
新
た
な
自

分
の
記
憶
と
な
っ
て
未
来
へ
続
い
て
行
く
で
し
ょ

う
。（
藤
崎　

秀
晶
）

昼
食
。
初
め
て
食
べ
た
ギ
バ
サ
に
感
動
し
ま
し
た
。

昼
食
後
は
牡
蠣
漁
師
の
方
の
船
で
朴
島
へ
向
か
い
ま

す
。
仙
台
藩
の
宝
物
が
隠
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ

る
朴
島
の
海
中
へ
、
一
年
後
の
自
分
へ
の
手
紙
を
入

れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
沈
め
ま
し
た
。
一
度
目
は

重
り
が
足
り
ず
失
敗
。
日
没
を
心
配
し
、
後
は
漁
師

さ
ん
に
頼
ん
で
行
く
と
い
う
事
に
な
り
か
け
ま
し
た

が
、「
わ
け
な
い
か
ら
沈
め
よ
う
」
と
言
う
漁
師
さ

ん
に
従
い
二
度
目
は
成
功
。
自
分
達
の
手
で
沈
め
た

意
味
は
大
き
く
、
地
元
の
方
の
言
葉
の
大
切
さ
に
気

付
く
の
で
し
た
。

　

再
び
漁
船
に
乗
り
、
通
常
連
絡
の
無
い
海
路
で
宮

戸
島
に
向
か
い
な
が
ら
、
湾
の
話
を
聞
き
ま
す
。

塩
釜
市
に
属
す
る
朴
島
に
住
む
漁
師
さ
ん
の
生

活
は
実
は
東
松
島
市
の
宮
戸
島
と
密
接
と
の
こ

と
で
、
暮
ら
し
の
中
心
が
陸
で
は
な
く
海
に

な
る
と
、
生
活
圏
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。

　

宮
戸
島
に
着
く
と
、「
壮
観
」
と
称
さ
れ
る
大
高

森
の
山
頂
へ
。
登
頂
の
達
成
感
の
中
、
今
た
ど
っ
て

き
た
島
々
と
海
路
、
そ
し
て
美
し
い
夕
景
の
松
島
湾

を
一
望
し
ま
し
た
。
遠
い
昔
か
ら
の
地
形
が
残
る
松

島
湾
。
縄
文
人
も
眺
め
た
景
色
か
と
思
う
と
、
特
別

な
幸
福
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
陸
路
で
本
塩
釜
駅
前
へ
。
笑
顔
で
解
散

す
る
皆
さ
ん
や
、
娘
の
「
楽
し
か
っ
た
～
」
と
い
う

湾の記憶ツーリズム
2014 年 10 月 12 日　浦戸諸島寒風沢島、朴島、宮戸島
海辺の記憶をたどる旅展
2014 年 12 月 21 日　塩竈市公民館本町分室大講堂
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海辺の記憶をたどる旅展

塩竈市公民館本町分室大講堂
2014 年 12 月 21 日

つながる湾プロジェクトを通して得た湾の財産を一堂に集めた、参加型の
企画展。湾の記憶を疑似体験できるすごろくを会場の中央に設置し、周囲
には各プロジェクトで使った道具や「同居湾（P34）」の写真を展示したり、

「そらあみ（P22）」、「語り継ぎのリーディング（P30）」を体験できるワー
クショップブースを設け、トークイベント等も行いました。
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松
島
湾
に
は
湾
内
に
流
れ
込
む
大
き
な
河
川

が
無
く
、
縄
文
時
代
以
前
か
ら
地
形
が
ほ
ぼ
変

わ
ら
ず
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
沿
岸
に

は
貝
塚
が
多
く
確
認
さ
れ
、
中
で
も
東
松
島
市

宮
戸
島
に
あ
る
里
浜
貝
塚
は
縄
文
人
の
生
活
を

紐
解
く
上
で
貴
重
な
史
跡
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
菅
原
弘
樹
さ
ん
の
お
話
で
、
縄
文
時

代
の
松
島
湾
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

貝
塚
と
は
単
な
る
ゴ
ミ
捨
て
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
貝
の
殻
や
魚
の
骨
の
他
に
も
、

割
れ
た
土
器
や
工
作
く
ず
、
儀
式
祭
具
や
死
者

の
埋
葬
ま
で
、
縄
文
人
の
生
活
の
全
て
を
自
然

に
帰
す
場
所
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
貝

塚
の
調
査
か
ら
当
時
の
生
活
を
驚
く
程
に
細
か

松
島
湾
沿
岸
の
貝
塚
群
と
塩
づ
く
り

製塩土器  Seien Doki

日本では土器で海水を煮詰めた「土器製塩」が最初の製塩法といわれ

ており、東北の太平洋沿岸に縄文時代の製塩遺跡が点在するが、とり

わけ松島湾沿岸には遺跡が集中している。製塩土器は ①大きさ 20㎝

～ 30cm の深鉢で、小さな平底か、尖っている ②外面に模様が無く、

全体的に薄くつくられている ③火を受け赤く変色している ④表面や器

壁にも塩の結晶ができるため割れやすく、破片で出土するという特徴

があり、一度の塩づくりにしか使えなかったと考えられる。

勉強会レポート

た
現
代
で
も
変
わ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
大
沼
剛
宏
）

く
明
ら
か
に
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

 

例
え
ば
、
縄
文
時
代
の
食
生
活
は
意
外
に
も

豊
か
で
し
た
。
季
節
ご
と
に
違
う
木
の
実
や
キ

ノ
コ
を
採
集
し
、
旬
の
魚
介
を
食
べ
て
い
ま
し

た
。
現
在
と
同
じ
よ
う
に
春
に
は
ア
サ
リ
を
夏

に
は
ウ
ニ
を
秋
に
は
牡
蠣
を
食
べ
、
ス
ズ
キ
や

ア
イ
ナ
メ
を
釣
っ
て
い
た
の
で
す
。
ま
た
、
縄

文
人
は
「
生
業
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
持
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
貝
塚
が
示
す
食
の

季
節
サ
イ
ク
ル
と
同
じ
層
か
ら
出
土
す
る
も
の

を
調
べ
る
こ
と
で
、
そ
の
季
節
に
何
を
し
て
い

た
か
を
確
認
で
き
る
の
で
す
。
松
島
湾
沿
岸
一

帯
で
製
塩
土
器
が
出
土
す
る
た
め
、
こ
の
地
域

で
縄
文
時
代
に
製
塩
が
行
わ
れ
て
い
た
事
が
分

か
っ
て
い
ま
す
が
、
製
塩
は
夏
頃
に
行
わ
れ
て

い
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

 

大
量
の
薪
燃
料
を
必
要
と
す
る
製
塩
は
、
薪

を
求
め
て
浜
か
ら
浜
へ
周
期
的
に
移
動
し
な
が

ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
成
量
を
見
る
と
、
当
時

の
集
落
規
模
に
必
要
な
分
を
大
幅
に
越
え
た
量

が
製
塩
さ
れ
て
お
り
、
塩
と
塩
蔵
品
を
用
い
て

交
易
を
行
っ
て
い
た
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
内

陸
で
は
塩
の
産
出
が
な
い
の
で
た
い
へ
ん
な
貴

重
品
で
あ
り
、
も
し
か
し
た
ら
、
松
島
湾
産

の
塩
は
一
種
の
ブ
ラ
ン
ド
品
と
な
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
山
形
で
産
出
す
る
石
材
で

勉
強
会
講
師
紹
介

菅
原　
弘
樹

多
賀
城
市
出
身
。
奥
松
島
縄
文
村
歴
史
資
料
館

館
長
兼
学
芸
員
。
専
門
は
考
古
学
。
松
島
湾
を

中
心
に
、
縄
文
人
の
生
業
や
食
生
活
の
解
明
が

主
な
研
究
テ
ー
マ
。
震
災
後
は
、
地
中
に
残
さ

れ
た
震
災
履
歴
の
確
認
と
縄
文
時
代
以
来
受
け

継
が
れ
て
き
た
宮
戸
島
の
自
然
や
景
観
、
歴
史
、

文
化
を
活
か
し
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

つ
く
ら
れ
た
石
器
が
里
浜
貝
塚
か
ら
出
土
す
る

他
、
内
陸
部
で
製
塩
土
器
の
破
片
が
出
土
す
る

な
ど
し
て
お
り
、
塩
の
交
易
を
裏
付
け
る
も
の

と
し
て
、
今
後
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　　

松
島
湾
沿
岸
の
貝
塚
群
の
調
査
は
ま
だ
ほ
ん

の
一
部
し
か
進
ん
で
お
ら
ず
、
縄
文
人
の
残

し
た
営
み
の
歴
史
が
今
尚
眠
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
解
っ
て
き
た
事
は
、
こ
の
地
に
生
き
た

人
々
は
穏
や
か
で
豊
か
な
湾
の
恵
み
を
頂
い
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
数
千
年
を
経
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そ
ら
あ
み   

― 

　
松
　
島
　 

― 

　
「
そ
ら
あ
み 

― 

松
島 

―
」
で
は
「
霊
場
松
島
」
の
風
景
に
浮

か
ぶ
“
月
”
を
捉
ま
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
日
本
三
景

の
１
つ
で
あ
る
松
島
は
、
今
は
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
か
つ
て
は
、
湾
に
囲
ま
れ
た
穏
や
か
な
海
に
遥
か
彼
方
ま
で

無
数
の
島
が
浮
か
ん
だ
、
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
美

し
い
風
景
に
、
極
楽
浄
土
を
見
出
し
た
多
く
の
僧
侶
の
修
行
の
地

で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
民
衆
に
と
っ
て
も
極
楽
往
生
を
願
い
に
、

た
く
さ
ん
の
人
が
遺
骨
を
持
ち
込
ん
だ
祈
り
の
地
で
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
地
に
伊
達
政
宗
公
が
伊
達
家
の
菩
提
寺
と
し

て
建
立
し
た
瑞
巌
寺
の
参
道
は
、
年
に
一
度
の
中
秋
の
名
月
が
こ

の
松
島
の
海
に
昇
る
姿
を
眺
め
ら
れ
る
角
度
に
、
わ
ざ
わ
ざ
設
定

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
時
が
流
れ
て
も
風
景
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
見
て
い
る
人
が
そ
こ
か
ら
見
出
す
も
の
は
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。
で
す
が
、
伊
達
政
宗
公
が
未
来
に
残
し
た
か
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
さ
ざ
波
に
浮
か
ぶ
満
月
を
愛
で
る
「
霊
場
松
島
」
と
し
て

の
視
線
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
故
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
最
終
日
を
中
秋
の
名
月
の
日
と
し
、完
成
し
た
《
そ
ら
あ
み
》

を
通
し
て
満
月
を
愛
で
、
そ
の
視
線
を
、
今
を
生
き
る
我
々
と
重

ね
て
み
る
会
を
具
体
的
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
な
ん
と
か
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
網
が
捉
え
た
満
月
を
眺

め
に
《
そ
ら
あ
み
》
に
関
わ
っ
た
多
く
の
人
が
集
い
、「
霊
場
松
島
」

に
想
い
を
馳
せ
つ
つ
も
、
再
会
と
出
会
い
の
場
と
な
り
、
一
つ
の

大
き
な
湾
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
舞
台
と
定
め
た
《
つ
な
が
る
湾
プ

P
R

O
J

E
C

T
 3

ロ
ジ
ェ
ク
ト
》
に
お
け
る
《
そ
ら
あ
み
》
の
2
年
分
の
成
果
を

象
徴
す
る
よ
う
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
、
松
島
湾
で
獲
れ
た
ア
ナ
ゴ
が
届
き
、
す
ぐ
側
で

毎
日
「
そ
ら
あ
み 

― 

松
島 

― 

」
を
応
援
し
て
く
れ
た
“
い
か

ぽ
っ
ぽ
”
屋
さ
ん
が
そ
の
場
で
白
焼
き
に
し
て
く
れ
、《
そ
ら
あ

み
》
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
蕎
麦
打
ち
職
人
さ
ん
た

ち
が
手
打
ち
蕎
麦
を
そ
の
場
で
つ
く
っ
て
く
れ
、
去
年
「
そ
ら

あ
み 

― 

浦
戸
諸
島 

― 

」
で
お
世
話
に
な
っ
た
浦
戸
諸
島
の
漁

師
さ
ん
が
、
湾
を
越
え
て
大
量
の
ワ
タ
リ
ガ
ニ
を
持
っ
て
来
て

く
れ
、
他
に
も
様
々
な
御
馳
走
が
人
と
共
に
集
い
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
し
て
、
海
を
超
え
、
人
を
介
し
て
湾
が
つ
な
が
っ
て

い
っ
て
い
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
人
一
人
と
い
う
“
点
”
と
“
点
”
が
、出
会
い
と
い
う
“
線
”

で
つ
な
が
り
、
そ
れ
ら
が
複
雑
に
つ
な
が
り
大
き
く
広
が
っ
て

い
っ
て
い
る
様
子
は
、
ま
る
で
網
を
編
み
広
げ
て
い
っ
て
い
る

状
況
と
重
な
っ
て
見
え
ま
し
た
。
ふ
と
１
つ
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮

か
び
ま
し
た
。
湾
全
体
を
空
か
ら
覆
う
よ
う
に
網
が
対
岸
か
ら

対
岸
へ
と
伸
び
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
つ
な
が
る
湾
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
《
そ
ら
あ
み
》
を
編
む
と
、
い
つ
か
そ
ん
な
風
景
を
見

た
い
と
思
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。
湾
が
つ
な
が
る
こ
と
で
は
じ
め

て
見
え
て
く
る
モ
ノ
や
コ
ト
は
、
時
間
や
空
間
を
超
え
て
、
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
た
2
年
目
で
し
た
。

（
五
十
嵐　

靖
晃
）

《そらあみ》は、参加者と共に空に向かって漁網を編むことで、人

をつなぎ、記憶をつなぎ、完成した網の目を通して土地の風景を

捉え直す、アーティスト・五十嵐靖晃によるプロジェクトです。古代

から世界各地で営まれてきた漁網を「編む」という共同作業の中

に、過去から未来へ引き継がれる縦軸（時間）と、海を越えてつな

がっていく横軸（空間）のふたつの方向性を持って“コミュニティを

つなぐ所作”としての可能性を考えます。これまで全国 10 数カ所、

2014年6月にはブラジルでも実施。「つながる湾プロジェクト」では、

2013 年 8 月に浦戸諸島、2014 年 8 月は松島で実施しました。



25 24

［右ページ］ 2013 年
上：浦戸諸島・朴島にある牡蠣棚上に掲げたそらあみ。
下：そらあみを編む浦戸諸島の島民たち。

［左ページ］2014 年
上：そらあみ越しにみる月と金波。霊場・雄島にて。
下：霊場・雄島に掲げたそらあみ。

五十嵐靖晃（アーティスト）

東京藝術大学大学院修了。土地に住み、そこで出会う
人と共に、普段の生活に新たな視点と人の繋がりをつ
くる試みを行う。代表作は、福岡県太宰府天満宮との
協働プロジェクト「くすかき」、住民たちとともに新た
な風景をつくり上げる「いろほし」「そらあみ」など。
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霊場・松島と

   伊達政宗のお月見

雄　島  Oshima

修行・死者供養の霊場として、古くから多くの修行僧が訪れたとされ

る小島。かつては船で渡っていたが、現在は朱塗りの渡月橋が架けら

れている。島のあちこちに修行僧が掘った岩窟・仏像が残され、当時

の風景を忍ばせる。

雄島からは、静かな波音に包まれて、松島湾の穏やかな風景を眺める

事ができ、心穏やかに時を過ごした修行僧達の姿を想像できる。

勉強会レポート

　

日
本
三
景
の
ひ
と
つ
松
島
は
、
2
6
0
余
り
の
島
々
が
松
島

湾
に
浮
か
ん
で
い
て
、
と
て
も
不
思
議
な
、
そ
し
て
美
し
い
景
色

を
私
た
ち
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
今
は
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
松
島
で
す
が
、
古
く
か
ら
松
島
の
美
し
い
海
と
島
々
の
光
景

は
極
楽
浄
土
を
思
わ
せ
、
あ
の
世
と
こ
の
世
を
結
ぶ
霊
場
と
し
て

多
く
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
「
霊
場
・
松
島
」

の
中
心
と
な
る
の
が
雄
島
で
す
。
死
者
の
弔
い
に
遺
骨
を
埋
葬
す

る
た
め
、
そ
し
て
僧
侶
た
ち
が
修
行
の
場
と
し
て
、
雄
島
を
選
び

ま
し
た
。
今
で
も
雄
島
に
は
、
当
時
の
修
行
僧
が
こ
も
っ
て
い
た

岩
窟
が
数
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
雄
島
は
松
島
の
地
名
の
由
来
に
も

な
っ
た
場
所
で
す
。
昔
、
見
仏
上
人
と
い
う
僧
侶
が
雄
島
に
長
年

こ
も
っ
て
修
行
し
た
結
果
、
法
力
を
会
得
し
、
そ
の
偉
業
を
讃
え

た
当
時
の
天
皇
が
千
本
の
松
を
送
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
に
よ
り
千
松
島
（
ち
ま
つ
し
ま
）
と
呼
ば
れ
、
い
つ
し
か

松
島
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　

松
島
の
素
晴
ら
し
い
景
色
は
、
島
々
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

松
島
湾
の
波
は
、
外
海
に
比
べ
て
と
て
も
穏
や
か
で
す
。
そ
の
た

め
海
面
に
反
射
す
る
月
の
光
が
き
れ
い
に
表
れ
ま
す
。
満
月
が
昇

り
は
じ
め
の
頃
、
海
面
に
映
る
金
色
に
長
く
の
び
る
月
明
か
り
を

「
金
波
」
と
呼
び
ま
す
。
月
が
高
く
上
が
る
と
月
の
色
は
白
く
変

わ
り
、
海
面
に
映
る
白
い
月
明
か
り
を
「
銀
波
」
と
呼
び
ま
す
。

こ
の
松
島
の
美
し
い
海
と
月
の
光
景
に
は
、
昔
の
人
々
も
同
じ
よ

う
に
魅
了
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

伊
達
政
宗
も
松
島
に
魅
了
さ
れ
た
ひ
と
り
で
す
。
伊
達
政
宗
は

松
島
に
と
て
も
関
わ
り
が
深
く
重
要
な
人
物
で
す
。
政
宗
は
瑞
巌

寺
を
伊
達
家
菩
提
寺
と
し
て
再
興
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
中
秋

の
名
月
の
日
、
ち
ょ
う
ど
月
が
昇
る
位
置
に
合
わ
せ
て
参
道
の
角

度
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
海
岸
に
は
豊
臣
秀
吉
か
ら
も
ら
い
受
け

た
伏
見
桃
山
城
の
茶
室
を
そ
の
ま
ま
移
築
し
（
今
の
観
瀾
亭
）、
さ

ざ
波
に
浮
か
ぶ
月
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。
政
宗
は
松
島
で
月
を
見

る
こ
と
を
と
て
も
大
事
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

　

今
も
国
宝
と
し
て
残
る
瑞
巌
寺
の
建
立
に
あ
た
っ
て
は
、
最
高

の
材
料
と
技
術
に
こ
だ
わ
り
、
遠
く
紀
州
か
ら
最
高
級
の
建
材
を

大
工
と
共
に
わ
ざ
わ
ざ
取
り
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
材
木

を
運
ぶ
船
乗
り
た
ち
も
松
島
に
渡
り
、
瑞
巌
寺
近
く
に
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。
彼
ら
は
「
水
主
（
か
こ
）
衆
」
と
呼
ば
れ
、今
も
「
水

主
町
」
と
し
て
地
名
が
残
り
、
子
孫
が
松
島
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
地
と
し
て
の
松
島
の
起
源
は
、
江
戸
時
代
に
あ
り
ま
し
た
。

塩
釜
か
ら
船
に
乗
り
、
島
巡
り
を
し
な
が
ら
雄
島
や
瑞
巌
寺
を
参

拝
し
、
松
島
湾
を
見
渡
せ
る
富
山
観
音
を
巡
る
コ
ー
ス
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
松
尾
芭
蕉
が
松
島
を
巡
っ
た
の
も
そ
の
コ
ー
ス
で
す
。

江
戸
を
出
発
す
る
時
に
「
松
島
へ
行
く
の
が
楽
し
み
だ
」
と
句
を

詠
ん
だ
芭
蕉
は
、
実
際
足
を
運
ん
だ
松
島
で
は
感
動
し
ひ
と
つ
も

句
を
詠
め
な
か
っ
た
、
と
い
う
話
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
特
異
な
地
形
か
ら
生
ま
れ
る
た
く
さ
ん
の
魅
力

を
、
こ
こ
松
島
は
持
っ
て
い
ま
す
。 

歴
史
を
知
り
、
過
去
の
人
々

に
思
い
を
馳
せ
た
り
、
昔
と
変
わ
ら
な
い
月
の
姿
を
眺
め
た
り
と
、

趣
深
い
松
島
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
シ
ェ
ラ
ン
ガ
ス
キ
ー  

ひ
か
り
）
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2
0
1
4
年
春
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
増
田
拓
史
は
、
塩

釜
市
在
住
の
メ
ン
バ
ー
ら
と
浦
戸
諸
島
で
の
リ
サ
ー
チ
を

開
始
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
か
つ
て
浦
戸
諸
島
の
ひ
と
つ
、

寒
風
沢
島
に
あ
っ
た
喫
茶
店
「
ゆ
と
り
ろ
」
の
存
在
を
知

り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
っ
て
、
今
は
も
う

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
ゆ
と
り
ろ
」。
そ
こ
に
は
、
長
年

浦
戸
諸
島
で
愛
さ
れ
て
き
た
、
店
主
ま
り
子
さ

ん
と
カ
レ
ー
に
関
わ
る
多
く
の
人
の
記
憶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

浦
戸
食
堂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ま

り
子
さ
ん
と
、ま
り
子
さ
ん
の
カ
レ
ー

を
知
る
人
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

も
と
に
「
ま
り
子
さ
ん
」「
ま
り
子
さ

ん
の
カ
レ
ー
」「
ゆ
と
り
ろ
」
の
記
憶

を
辿
っ
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
2
0
1
4

年
12
月
21
日
（
土
）、
寒
風
沢
島
に
て
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
記
録
し
た
映
像
作
品
と
、
ま
り
子
さ
ん

の
カ
レ
ー
を
囲
む
会
を
開
催
。
ま
り
子
さ
ん
と
の
時
間
を

懐
か
し
む
島
民
や
県
内
外
か
ら
の
参
加
者
が
交
流
し
、
記

憶
を
共
有
し
ま
し
た
。

 　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
ま
り
子
さ
ん
や
ま

り
子
さ
ん
の
カ
レ
ー
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
記
憶
や

想
い
に
触
れ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、漁
か
ら
戻
り
、

毎
日
の
よ
う
に
過
ご
し
た
ま
り
子
さ
ん
と
の
時
間
。
網
仕

事
で
、
深
夜
に
注
文
し
た
手
料
理
が
美
味
し
か
っ
た
こ
と
。

本
土
へ
の
最
終
の
船
が
来
る
前
に
食
べ
た
、
ま
り
子
さ
ん

の
カ
レ
ー
や
手
料
理
の
こ
と
。「
た
だ
集
ま
る
だ
け
で
楽
し

か
っ
た
」
と
、友
人
達
と
ゆ
と
り
ろ
で
過
ご
し
た
日
々
な
ど
、

何
も
知
ら
な
い
私
た
ち
に
、
当
時
の
暮
ら
し
の
様
子
を
想

像
さ
せ
ま
し
た
。
ま
り
子
さ
ん
は
、
2
日
が
か
り
で
仕
込

ん
で
い
た
カ
レ
ー
の
こ
と
、「
ゆ
と
り
ろ
」
を
始
め
た
と
き

の
想
い
や
常
連
さ
ん
と
の
楽
し
い
日
々
や
苦
労
、
そ
し
て

現
在
の
島
へ
の
想
い
な
ど
を
お
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

ま
た
今
回
、
実
際
に
ま
り
子
さ
ん
の
カ

レ
ー
を
食
べ
る
こ
と
で
、
誰
か
の
記
憶

の
中
に
し
か
な
か
っ
た
「
ま
り
子
さ
ん

の
カ
レ
ー
の
物
語
」
が
自
分
の
記
憶
に

な
っ
て
い
く
の
を
体
験
し
ま
し
た
。
私

を
含
め
、
こ
の
島
々
と
何
の
繋
が
り
も

な
か
っ
た
の
人
々
の
中
に
も
、
こ
の
体
験

が
新
た
な
記
憶
と
し
て
紡
が
れ
、
私
た
ち
と
こ

の
土
地
と
の
間
に
大
切
な
関
係
性
を
生
ん
で
く
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

事
実
の
記
録
は
と
て
も
無
機
質
で
す
。
少
し
勇
気
を
出

し
て
、
細
部
に
向
き
合
っ
て
み
る
と
、
事
実
の
周
り
に
は
、

人
々
の
人
生
、
暮
ら
し
、
な
に
げ
な
い
け
れ
ど
愛
お
し
い

物
語
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
っ
て
丁
寧
に
集
め
ら
れ
た
多
く
の
物
語
に
感
動
し
、

共
感
し
た
と
き
、
改
め
て
そ
れ
を
未
来
に
伝
え
、
残
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（ 

松
村
翔
子 

）

増田拓史（アーティスト）

1982 年生まれ。横浜美術短期大学卒業。宮城県石巻市在住。特
定のコミュニティや地 域をリサーチし、作品を制作している。
その手法として近年では、日常の家庭料理にフォーカスをあて、
個々人の出自や地域性を再発見し後世に伝える食堂プロジェクト
を行って いる。アウトプットの方法は領域横断的に行う。
主な活動に、2014 年「大館食堂 / 大館・ 北秋田芸術祭 2014」
( 秋田 )、2013 ～ 2014 年「前橋食堂 / アーツ前橋地域アート
プロジェクト」( 群馬 )、2011 年「黄金食堂 / 黄金町バザール 
2011」( 横浜 )、2010 ～ 2011 年 「Treasure Hill Artist Village 
Public Art Project」( 寶藏巖国際芸術村 / 台北・台湾 ) など。

食堂プロジェクトは、アーティスト・増田
拓史が、各地で日常的に食べられている家
庭料理から、その背景にある人々の姿や記
憶 、その地域が持つ固有の文化を記録し、
後世へ伝えていくプロジェクトです。
今回は、塩釜市浦戸諸島の寒風沢島を舞台
に、島に暮らす人たちと一緒に、地域の記
憶と物語を掘り起こしました。
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「語り継ぎのためのリーディング」は、地域の物語や先人
の知恵を、今を生きる私たちが自分事にして語り継いで
いくきっかけを創出する取り組みです。
同じ土地に生きた先人の物語に想像を膨らませ、自分た
ちの価値観を添えて次世代へ語り継ぎます。方法は物語
の朗読に限らず、歌や詩を用いたり、時には調理方法や
衣類の制作といった疑似体験を通し、より多面的な理解
を通して一人一人の表現方法を引き出すことを試みてい
ます。

一人一人が自分の方法で
地域の物語を伝える。

高田彩（ビルド・フルーガス代表）

1980 年、宮城県塩釜市出身。エミリー・カー美術大学（カ
ナダ・バンクーバー）卒業。
アーティストネットワーキング「ビルド・フルーガス」代
表（www.birdofl ugas.com）、2006 年 宮 城 県 塩 釜 市 に
birdo space を開廊。
地域の人々を巻き込んだアートプロジェクトや、クリエイ
ティブな視点と表現方法で新たに塩釜の魅力を伝えるウェ
ブサイト「クラシオ」（www.kurashio.jp）等の企画運営を
行う。

一人一人が自分の方法で
地域の物語を伝える。

　

浦
戸
諸
島
野
々
島
に
あ
る
塩
釜
市
立
浦
戸
第
二

小
・
中
学
校
で
は
、
浦
戸
の
民
話
や
風
土
、
言
い

伝
え
な
ど
を
題
材
に
し
た
演
劇
活
動
を
通
し
て
、

生
徒
や
島
民
の
誇
り
を
育
み
続
け
て
い
ま
す
。「
語

り
継
ぎ
の
た
め
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
で
最
初
の
題

材
と
し
た
「
海
よ
り
も
風
よ
り
も
」
は
2
0
0
9

年
に
上
演
さ
れ
た
作
品
で
、
江
戸
時
代
に
千
石
船

「
若
宮
丸
」
で
漂
流
し
、
図
ら
ず
も
世
界
一
周
を

果
た
し
た
寒
風
沢
島
出
身
の
乗
組
員
・
津
太
夫
と

左
平
の
物
語
で
す
。
こ
の
逸
話
は
、
鎖
国
を
し
て

い
た
当
時
の
時
代
背
景
や
、
文
献
資
料
と
し
て
充

分
で
は
な
い
こ
と
か
ら
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
語
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
演
劇
と
な
る
こ
と
で
私
た
ち

の
想
像
力
や
興
味
関
心
を
か
き
立
て
て
く
れ
ま
し

た
。

　

私
は
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
触
れ
、
共
感
す

る
と
同
時
に
、
浦
戸
諸
島
の
物
語
は
島
だ
け
の
物

語
で
は
な
く
、
私
た
ち
を
育
ん
で
き
た
海
域
の
文

化
圏
の
物
語
で
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
よ
う
な
「
土
地
の
記
憶
」
を
紐
解
き
、

一
人
一
人
が
自
分
の
方
法
で
地
域
の
物
語
を
伝
え

て
い
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、「
語
り
継
ぎ
の

た
め
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
を
生
き
る
私
た
ち
が
、
地
域
の
物
語
を
自
分
事

と
し
て
捉
え
直
し
、
時
代
時
代
の
口
承
者
と
し
て
、

師
に
招
き
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
漂
流
民
た
ち

の
印
象
に
残
っ
た
ロ
シ
ア
皇
帝
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ル
一
世
の
勲
章
を
つ
く
り
ま
し
た
。
目
新
し
か
っ

た
だ
ろ
う
皇
帝
の
身
の
こ
な
し
を
、
漂
流
民
に
な

り
き
っ
て
想
像
す
る
こ
と
で
、
先
人
た
ち
と
私

た
ち
の
感
覚
を
結
び
つ
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
、
参
加
者
自
身
が
記

し
た
感
情
や
考
え
は
、
名
前
と
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、

制
作
年
を
添
え
、
地
域
住
民
の
視
点
や
価
値
観
を

収
め
た
記
録
と
し
て
も
新
た
に
残
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
歩
み
に
は
、
今
と
変
わ
ら
ぬ
人
間
ド
ラ

マ
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
一
人
一
人
が
土
地
の
記

憶
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
想
像
し
、
読
み
解
い
て

い
く
か
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
の
企
画
を
、

今
と
昔
を
、
私
た
ち
と
先
人
を
結
び
つ
け
る
装
置

と
し
て
、
ま
た
土
地
か
ら
学
び
続
け
る
た
め
の
一

つ
の
方
法
と
し
て
、
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
の
世
代
へ
自
分
た
ち
の
生
き
た
証
を
添
え
て
引

き
継
い
で
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。 

　

2
0
1
3
年
12
月
に
寒
風
沢
島
で
行
っ
た
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
会
で
は
、
浦
戸
第
二
小
学
校
6
年
生

の
本
郷
笙
吾
く
ん
に
よ
る
語
り
継
ぎ
、
民
謡
歌

手
・
木
島
裕
さ
ん
に
よ
る
「
淡
海
節
」
に
想
い

を
乗
せ
た
歌
い
継
ぎ
を
行
い
ま
し
た
。
本
郷
く
ん

は
、
波
瀾
万
丈
な
人
生
を
生
き
抜
く
船
員
た
ち
の

生
き
る
強
さ
を
語
り
、
木
島
さ
ん
は
、
大
海
原
に

浮
か
ぶ
漂
流
船
で
家
族
を
想
う
船
員
の
哀
切
な
心

情
を
、
三
味
線
の
音
色
と
共
に
表
現
し
ま
し
た
。

2
0
1
4
年
1
月
か
ら
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

中
心
に
展
開
し
、
青
谷
明
日
香
さ
ん
ら
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
を
講
師
に
招
き
、
参
加
者
た
ち

は
漂
流
民
に
な
っ
た
船
員
た
ち
の
揺
れ
動
く
繊
細

な
心
情
を
歌
詞
に
綴
り
ま
し
た
。
ま
た
、
異
国
で

の
食
生
活
や
習
慣
に
関
心
を
寄
せ
な
が
ら
、
天
然

酵
母
パ
ン
屋
オ
フ
ル
ニ
ル
デ
ュ
ボ
ワ
（
鈎
取
本
店
）

を
講
師
に
、
漂
流
民
が
初
め
て
口
に
し
た
パ
ン
を

想
像
す
る
パ
ン
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

漂
流
民
の
異
国
で
の
日
々
は
、
苦
難
だ
け
で
は

な
く
、
好
奇
心
を
掻
き
立
て
る
異
文
化
と
の
出
合

い
に
も
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作

家
w
o
o
l
,
c
u
b
e
,
w
o
o
l
!
を
講

30

「語り継ぎのためのリーディング」は、地域の物語や先人
の知恵を、今を生きる私たちが自分事にして語り継いで

同じ土地に生きた先人の物語に想像を膨らませ、自分た
ちの価値観を添えて次世代へ語り継ぎます。方法は物語
の朗読に限らず、歌や詩を用いたり、時には調理方法や
衣類の制作といった疑似体験を通し、より多面的な理解
を通して一人一人の表現方法を引き出すことを試みてい

地域の物語を伝える。

1980 年、宮城県塩釜市出身。エミリー・カー美術大学（カ

アーティストネットワーキング「ビルド・フルーガス」代
表（www.birdofl ugas.com）、2006 年 宮 城 県 塩 釜 市 に

地域の人々を巻き込んだアートプロジェクトや、クリエイ
ティブな視点と表現方法で新たに塩釜の魅力を伝えるウェ
ブサイト「クラシオ」（www.kurashio.jp）等の企画運営を

「語り継ぎのためのリーディング」は、地域の物語や先人
の知恵を、今を生きる私たちが自分事にして語り継いで

同じ土地に生きた先人の物語に想像を膨らませ、自分た
ちの価値観を添えて次世代へ語り継ぎます。方法は物語
の朗読に限らず、歌や詩を用いたり、時には調理方法や

地域の物語を伝える。
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あらすじ

1793 年初冬、石巻の千石船・若宮丸は、仙台藩から江戸幕府へ納める

米俵と木材を積み、石巻を出港した。この船には、浦戸諸島出身の船乗

りが 6 人、乗組員として乗船していた。

ところが出港して１週間後、若宮丸は激しい嵐に遭い、舵を失って漂流す

る。半年後、アリューシャン列島に流れ着いた一行はロシア人に保護され、

シベリアの中心部にあるイルクーツクで家と生活資金を与えられ、9 年間

を過ごす。一見平和な異国の地での暮らしだったが、9 年のうちに 3 人が

この世を去り、4 人の若者が帰国をあきらめてロシア正教の洗礼を受けた。

1803 年、日本との交易に漂流民たちを利用しようと考えた新ロシア皇帝・

アレクサンドル１世は、若宮丸乗組員を呼び出して帰国の意思を尋ねる。

東松島市室浜出身の儀兵衛と多十郎、浦戸諸島寒風沢島出身の津太夫

と左平の４人が帰国を希望し、一ヶ月後、ロシア初の世界周航船「ナジェー

ジダ号」で出航。翌年 9 月、長崎港に入港し、図らずも初めて世界を一

周した日本人となる。

しかし鎖国政策中であった江戸幕府は彼らの上陸を拒み、多十郎は絶望

して自殺未遂をおかす。翌年 3 月、ようやく日本に引き渡されるが、長崎

に留め置かれて詮議を受け、さらに江戸の仙台藩下屋敷で取り調べを受

け、故郷に戻ることができたのは石巻を出港してから13 年後、1806 年

の冬の終わりであった。

津太夫と左平はその後故郷の寒風沢島で平穏に暮らしたが、再会した家

族やロシアに残してきた仲間たちに迫害が及ぶのを恐れ、生涯口を閉ざし

たという。

「語り継ぎのためのリーディング」で題材として用いているのは、江戸時代の漂流民

を描いた「海よりも風よりも」の朗読台本です。数奇な運命をたどった船乗りたちの

物語を簡単にご紹介します。

海よりも風よりも

津太夫と左平はその後故郷の寒風沢島で平穏に暮らしたが、再会した家

族やロシアに残してきた仲間たちに迫害が及ぶのを恐れ、生涯口を閉ざし

33 32

1. ロシア皇帝の勲章を想像して作ったブローチ。2. 参加者一人一人
の物語が書かれた台本。3. 台本に書かれた物語は参加者によって
語り継がれる。4. 漂流民たちがロシアで初めて口にしたパンを再現。
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お
互
い
が
島
で
暮
ら
し
て
い
る
親
戚
で
あ
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
込
め
て
展
示
。
見
に
来
て
く
れ
た
島
の
お
母
ち
ゃ
ん
が
、
こ

れ
は
石
浜
の
○
○
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
は
○
○
ち
ゃ
ん
と
友
達
の
名

前
を
口
に
出
し
な
が
ら
見
て
く
れ
て
と
て
も
楽
し
そ
う
だ
っ
た

の
が
印
象
的
で
、「
写
っ
て
い
る
の
が
知
り
合
い
ば
っ
か
り
だ
か

ら
い
い
」
と
い
っ
た
、
な
ん
だ
か
嬉
し
い
声
も
頂
き
ま
し
た
。

　

桟
橋
近
く
の
船
着
き
場
に
は
、
一
年
前
は
冠
水
し
て
大
変
な

状
況
だ
っ
た
の
に
す
で
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
打
た
れ
て
景
色
が

変
わ
っ
た
場
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
、
現
在
と
比
較
で
き
る
よ
う

に
一
年
前
の
写
真
を
大
型
写
真
に
し
て
展
示
。
今
回
の
写
真
展

で
は
ぜ
ひ
島
の
人
達
と
話
を
す
る
場
を
設
け
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
写
真
展
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
野
々
島
で
の

芋
煮
会
を
計
画
、
塩
釜
の
醤
油
、
笹
か
ま
ぼ
こ
、
日
本
酒
、
野
菜
、

七
ヶ
浜
の
お
米
、
山
形
の
肉
や
里
芋
な
ど
な
ど
の
食
材
を
今
ま

で
出
会
っ
た
方
た
ち
に
協
賛
し
て
頂
き
、
60
名
ほ
ど
で
食
事
を

し
て
、
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
見
な
が
ら
い
ろ
ん
な
人
が

混
ざ
っ
て
話
を
し
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

島
の
人
た
ち
と
写
真
を
前
に
話
を
す
る
と
、
記
憶
が
交
差
し

て
ど
ん
ど
ん
と
そ
の
写
真
に
物
語
が
加
わ
っ
て
い
く
の
を
実
感

し
ま
す
。
細
か
い
変
化
が
あ
る
の
は
当
た
り
前
だ
け
れ
ど
、
大

掛
か
り
な
セ
メ
ン
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
風
景
の
変
化
と
し
て

は
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
し
、
島
の
風
景
が
変
わ
る
。
で
も
、

風
景
か
ら
生
ま
れ
た
誇
り
は
消
え
る
わ
け
で
は
な
く
日
常
に
潜

ん
で
い
る
だ
ろ
う
し
、
場
面
場
面
で
形
を
変
え
て
現
れ
な
が
ら
、

人
と
土
地
を
形
成
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

2
0
1
3
年
の
T
A
N
e
F
U
N
e
の
活
動
を
終
え
て
、

70
年
ぶ
り
の
大
雪
に
な
っ
た
塩
釜
の
冬
を
越
え
、
ま
た
季
節
を

感
じ
な
が
ら
浦
戸
諸
島
に
通
っ
て
い
る
と
、
津
波
で
流
さ
れ
た

桟
橋
が
新
設
さ
れ
、
近
く
に
待
合
所
と
ト
イ
レ
が
建
ち
、
御
神

輿
が
復
活
し
た
寒
風
沢
島
を
は
じ
め
、
桟
橋
付
近
が
一
部
新
し

く
な
っ
て
い
た
り
復
興
住
宅
が
建
ち
始
め
た
り
、
4
島
5
地
区

の
島
の
風
景
が
そ
れ
ぞ
れ
に
変
容
し
て
い
く
の
を
体
感
し
ま
し

た
。
視
覚
的
な
モ
ノ
だ
け
で
は
な
く
島
の
人
た
ち
と
の
関
係
性

も
変
化
し
、
島
に
行
く
度
に
島
の
人
た
ち
か
ら
「
去
年
喜
多
さ

ん
が
撮
っ
た
写
真
が
見
て
～
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
の
で
す
。

T
A
N
e
F
U
N
e
が
あ
り
、
船
長
と
し
て
の
関
わ
り
も
あ
り

撮
影
し
た
様
々
な
写
真
達
に
声
が
か
か
っ
た
の
で
、
塩
釜
の
仲

間
達
に
相
談
し
、
島
で
の
写
真
展
『
同
居
湾
～
2
0
1
3
浦
戸

諸
島
～
』
を
開
催
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

展
示
す
る
写
真
は
、
一
年
前
と
比
べ
て
変
わ
っ
た
も
の
変
わ

ら
な
い
も
の
を
テ
ー
マ
に
、
島
の
人
達
は
も
ち
ろ
ん
島
外
の
人

た
ち
に
も
体
感
し
て
も
ら
え
た
ら
と
、
い
つ
も
以
上
に
「
誰
か

に
と
っ
て
の
日
常
、
誰
か
に
と
っ
て
は
非
日
常
」
を
意
識
し
ま

し
た
。

　

展
示
場
所
は
、
春
か
ら
野
々
島
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
市
営
汽

船
の
待
合
室
で
も
あ
り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
で

も
あ
る
「
う
ら
と
ラ
ウ
ン
ジ
菜
の
花
」。
一
年
前
の
人
や
景
色
や

日
常
を
凝
縮
さ
せ
、島
の
お
母
ち
ゃ
ん
と
の
会
話
で
聞
い
た
「
島

の
み
ん
な
は
親
戚
み
た
い
な
も
ん
だ
～
」
が
な
ん
だ
か
腑
に
落

ち
て
い
た
の
で
、島
そ
れ
ぞ
れ
、人
そ
れ
ぞ
れ
で
は
あ
り
な
が
ら
、

喜多直人 ( 写真家 )

石川県金沢市で生まれ育つ。『自然と人間の同居』
をテーマに、誰かにとっては日常、誰かにとっ
ては非日常を記録する。TANeFUNe 船長として
2013 年 6 月より宮城県塩釜市に滞在、浦戸諸
島で TANeFUNe カフェや宝ものづくりのワーク
ショップを行った。

喜多直人さんは 2013 年、TANeFUNe 船長の船長をつ
とめ、浦戸諸島を巡回する移動式カフェ「TANeFUNe
カフェ」を開きました。それから約１年。「喜多船長が
撮った島の写真が観てみてぇ」「なにを撮っだが見せて
けろ」と島民からの声が届くようになりました。
その声に応えるため、また、東日本大震災から刻々と
風景が移ろいゆく浦戸諸島の現状に目をむけるきっか
けとするため、2014 年 7 月から 9 月の約 2 ヶ月間、野々
島にて写真展を行いました。

同 居 湾
〜 2013 浦戸諸島 〜
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海からみた日本列島

柳田國男『海上の道』 Kaijyo no Michi

民俗学者・柳田國男による昭和 36 年の著作。柳田が 24 歳であった

明治 31 年、渥美半島の伊良湖岬に椰子の実が流れ着いているのを見

たことに端を発し、その後の自身の研究により収集した宝貝の分布や

鼠が海を渡る伝承を手がかりに、日本民族の祖先は南方から稲作技術

を携えて「海上の道」を北上し、沖縄の島づたいに渡来したという仮

説を披露している。

勉強会レポート

勉
強
会
講
師
紹
介

山
田
創
平
（
社
会
学
者
）

社
会
学
者
。
専
門
は
地
域
研
究
（
芸
術
と
地
域
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
地
域
、
都
市
空
間
論
）。
京

都
精
華
大
学
人
文
学
部
専
任
講
師
。
N
P
O
法

人
ア
ー
ト
N
P
O
リ
ン
ク
理
事
、
大
阪
市
現

代
芸
術
創
造
事
業
実
行
委
員
、
H
A
P
S
実
行

委
員
な
ど
を
兼
任
。
ま
た
現
代
美
術
作
家
の
ブ

ブ
・
ド
・
ラ
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
ら
と
共
に
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
制
作
・

発
表
も
し
て
い
る
。
世
界
各
地
の
水
辺
を
め
ぐ

り
、
水
を
切
り
口
に
新
し
い
社
会
の
あ
り
方
を

模
索
し
て
い
る
。

　

山
田
さ
ん
と
文
献
に
記
さ
れ
た
絵
や
写
真
を
見

な
が
ら
、
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
に
多
く
の
共
通
点

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
各
地
に
み
ら
れ

る
船
を
競
わ
せ
る
行
事
や
、
船
の
形
の
共
通
点
、

日
本
誕
生
の
神
話
と
さ
れ
る
「
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ

ナ
ミ
」
の
話
と
似
た
物
語
が
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
の
逸
話
に
も
あ
る
こ
と
な
ど
、
黒
潮
に
よ
る
文

化
の
形
成
を
裏
付
け
る
よ
う
な
資
料
が
並
び
ま
し

た
。
ほ
か
に
も
、
日
本
の
海
洋
文
化
の
特
徴
と
し

て
①
天
体
へ
の
信
仰 

②
製
塩
、
製
鉄
な
ど
の
海
洋

民
の
生
業 

③
人
は
海
の
底
に
沈
ん
で
い
く
と
い
う

死
生
観
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
地
域
が
違
え
ど
海
に

暮
ら
す
人
々
に
は
あ
る
共
通
し
た
文
化
が
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
日
の
学
び
か
ら
、
塩
釜

の「
藻
塩
焼
き
神
事
」に
代
表
さ
れ
る
塩
づ
く
り
や
、

山
田
さ
ん
が
見
つ
け
た
と
い
う
塩
釜
神
社
の
石
碑

に
刻
ま
れ
て
い
る
太
陽
、
月
、
星
の
モ
チ
ー
フ
も
、

こ
の
海
洋
文
化
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
よ
う
に

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

海
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
を
見
て
い
く
と
、
地

域
を
超
え
た
海
づ
た
い
の
文
化
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
す
。「
海
の
視
点
」
か
ら
日
本
の
文
化
を
新

た
に
紐
解
き
な
が
ら
、
視
野
を
広
げ
て
地
域
を
見

て
い
く
こ
と
の
面
白
さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き

た
勉
強
会
で
し
た
。（
相
原
綾
乃
）

　
T
A
N
e
F
U
N
e
が
そ
の
航
海
に
よ
っ
て
伝
え

よ
う
と
し
て
い
る
「
海
か
ら
の
視
点
」。
こ
の
日
の

勉
強
会
で
は
、
水
域
に
暮
ら
す
人
々
を
研
究
し
て
い

る
山
田
創
平
さ
ん
か
ら
、「
海
側
か
ら
日
本
列
島
を

見
る
」
こ
と
を
軸
に
、
日
本
の
海
洋
文
化
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
の
文
献
研
究
か
ら
、
こ
れ
ま
で
と
は

違
っ
た
歴
史
や
価
値
観
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
た

と
え
ば
あ
る
漁
村
で
は
、
漁
で
獲
っ
て
き
た
魚
は

ま
ず
初
め
に
家
族
や
地
域
の
人
々
に
分
け
て
か
ら

市
場
に
出
し
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。
人
々
と
の

分
か
ち
合
い
、
い
わ
ゆ
る
資
源
の
分
配
が
ご
く
日

常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
そ
こ
に
は
、

近
代
以
降
の
国
家
が
持
つ
階
層
、
征
服
、
資
本
主

義
と
い
っ
た
特
質
と
は
相
反
す
る
価
値
観
が
あ
っ

た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
俗
学
者
の
柳
田
國
男
氏
が
示
唆
し
た

よ
う
に
、
日
本
の
土
地
を
国
の
領
土
と
し
て
で
は

な
く
、
海
流
の
流
れ
の
中
に
位
置
す
る
列
島
と
見

る
と
よ
り
様
々
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
と
い
う
視

点
も
、
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
山
田
さ
ん
は
、

文
化
は
黒
潮
に
乗
っ
て
南
か
ら
北
へ
流
れ
て
き
て

お
り
、
そ
の
流
れ
を
受
け
て
日
本
文
化
は
形
成
さ

れ
て
い
る
と
い
う
見
解
を
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
こ
で
何
か
や
る
に
は
湾
で
考
え
れ
ば
い
い

谷
津  

2
0
1
3
年
に
T
A
N
e
F
U
N
e
が
松
島
湾
に
や
っ
て
き
た
の
を

き
っ
か
け
に
「
つ
な
が
る
湾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
海
か
ら
の

視
点
」
を
テ
ー
マ
に
し
よ
う
と
決
め
た
も
の
の
、
漠
然
と
し
過
ぎ
て
い
て
「
何
を

や
っ
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
時
に
「
湾
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
提
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
津
川
さ
ん
で
し
た
ね
。

津
川　
僕
の
考
え
の
根
底
に
あ
る
の
は
地
形
な
ん
で
す
。
こ
の
地
域
は
湾
を
持
っ

て
い
て
、
そ
れ
は
美
し
い
景
色
を
生
み
出
し
て
ま
す
し
、
調
べ
て
み
た
ら
湾
の
水

で
塩
を
作
っ
て
い
た
り
、
全
国
に
出
荷
す
る
種
牡
蠣
を
養
殖
し
て
い
て
、
広
島

の
種
牡
蠣
の
多
く
は
こ
ち
ら
の
も
の
だ
と
か
、
地
元
の
僕
ら
が
あ
ま
り
知
ら
な
い

け
れ
ど
、
自
慢
し
た
い
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
の
で
面
白
く
な
っ

て
、“
湾
”
と
い
う
テ
ー
マ
で
活
動
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

谷
津　
津
川
さ
ん
は
塩
釜
市
の
ご
出
身
で
す
が
、
今
住
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
の
が
多

賀
城
市
で
、
お
勤
め
は
仙
台
市
で
す
。
津
川
さ
ん
ご
自
身
も
、
以
前
は
、
塩
釜
市

が
地
元
だ
か
ら
地
元
に
対
し
て
何
か
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら

も
、
な
か
な
か
出
来
な
か
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

津
川　
そ
う
で
す
ね
。
塩
釜
の
人
に
は
「
な
ん
で
多
賀
城
に
住
む
の
？
」
と
か
言

わ
れ
ま
し
た
し
、
僕
も
多
賀
城
に
い
く
と
多
賀
城
の
顔
、
塩
釜
に
く
る
と
塩
釜

の
顔
と
い
う
風
に
、
知
ら
な
い
う
ち
に
ス
イ
ッ
チ
が
切
り
替
わ
っ
て
た
ん
で
す
け

ど
、な
ん
か
お
か
し
い
な
、一
緒
に
で
き
な
い
の
か
な
と
ず
っ
と
思
っ
て
ま
し
た
。

震
災
の
前
は
あ
ま
り
海
に
出
た
こ
と
は
無
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
震
災
後
に
友
達

の
牡
蠣
漁
師
の
船
に
乗
っ
て
海
に
出
て
、湾
の
中
心
か
ら
「
塩
釜
は
あ
そ
こ
だ
よ
」

と
言
わ
れ
て
見
た
時
に
、
地
形
が
全
部
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
分
か
っ
て
、
多
賀

城
だ
と
か
塩
釜
だ
と
か
、
な
ん
て
小
さ
い
こ
と
を
言
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
と
。
こ

こ
で
何
か
や
る
に
は
湾
で
考
え
れ
ば
い
い
ん
だ
と
、
言
葉
で
は
ち
ょ
っ
と
足
り
な

2014 年に実施した「そらあみ　—松島−」では、松島町
産業観光課の佐藤綾さんのご協力により、「霊場・松島」
の原点である雄島と、伊達政宗が中秋の名月を眺めた瑞巌
寺の参道に「そらあみ」を掲げることができました。
佐藤綾さんはつながる湾プロジェクトと「そらあみ」をどう
捉えていたのか。「そらあみ」で実現したものは何か。つな
がる湾プロジェクトは何を目指すのか。

「そらあみ」の作者である五十嵐靖晃さんと、つながる湾プ
ロジェクトのコンセプトを提唱した津川登昭を交え、語って
いただきました。

（聞き手：谷津智里）

※ このページでは、2014 年 12 月 21 日に行われた「海辺の記憶をたどる
　 旅展」で行われたクロストークの内容を掲載しています。

ク
ロ
ス
ト
ー
ク

水
の
記
憶
を
つ
な
ぐ

い
く
ら
い
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
風
景
が
僕
に
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
「
湾
」
で
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

谷
津　
行
政
区
が
違
っ
た
り
、
住
ん
で
い
る
場
所
、
働
い
て
い
る
場
所
が
違
う
と

も
う
、
私
た
ち
は
違
う
地
域
だ
と
思
い
が
ち
で
す
が
、「
実
は
人
間
が
引
い
た
行

政
区
と
は
異
な
る
一
つ
の
文
化
圏
と
い
う
も
の
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う

の
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
根
底
の
部
分
な
ん
で
す
ね
。
そ
う
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
「
つ
な
が
る
湾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
去
年
は
塩
釜

市
の
浦
戸
諸
島
で「
そ
ら
あ
み
」と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

場
所
を
移
し
て
松
島
町
で「
そ
ら
あ
み
」を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
辺
り
の
経
緯
と
、

ど
う
い
う
作
品
か
と
い
う
こ
と
を
五
十
嵐
さ
ん
か
ら
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

網
を
編
み
な
が
ら
人
と
地
域
を
編
む
「
そ
ら
あ
み
」

五
十
嵐　
「
そ
ら
あ
み
」
で
は
、
訪
れ
た
土
地
で
そ
の
土
地
の
人
た
ち
と
漁
網
を

編
み
ま
す
。「
網
を
編
む
」
と
い
う
の
は
大
昔
か
ら
人
類
の
歩
み
と
と
も
に
あ
る

所
作
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
編
ん
で
い
る
と
そ
の
土
地
に
流
れ
て
い
る
風
の
音
や
空

気
に
触
れ
た
り
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
井
戸
端
会
議
が
聞
こ
え
て
き

た
り
、
土
地
の
声
を
聞
く
時
間
が
あ
る
ん
で
す
。
編
み
上
が
る
と
、
最
後
、
空
に

向
か
っ
て
展
示
す
る
ん
で
す
け
ど
、
背
後
が
青
空
だ
と
水
色
の
糸
で
編
ん
だ
部
分

が
透
明
に
見
え
た
り
、
白
い
雲
が
漂
っ
て
く
る
と
今
度
は
白
い
糸
で
編
ん
だ
と
こ

ろ
が
透
け
た
り
、
逆
に
赤
な
ん
か
の
色
は
飛
び
出
し
て
見
え
た
り
、
眺
め
て
い
る

と
、
普
段
見
て
い
る
風
景
が
少
し
違
っ
て
見
え
る
と
い
う
か
ズ
レ
て
見
え
る
よ
う

な
感
覚
が
あ
っ
て
。
と
も
に
編
み
、
時
間
を
過
ご
し
、
最
後
に
、
空
に
掲
げ
た
網

越
し
に
立
ち
上
が
っ
た
風
景
を
眺
め
て
、
今
生
き
て
い
る
世
界
を
も
う
一
度
見
つ

め
直
す
き
っ
か
け
に
し
て
み
よ
う
、
と
い
う
作
品
で
す
。
去
年
は
浦
戸
諸
島
で
編
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谷
津　
五
十
嵐
さ
ん
は
全
国
各
地
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
回
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
、
行
政
の
方
と
お
話
を
す
る
こ
と
も
多
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
綾
さ
ん
の
印
象

は
ど
う
で
し
た
か
？

五
十
嵐　
話
が
分
か
る
と
い
う
か
、
共
通
言
語
が
多
い
で
す
よ
ね
。
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
で
「
そ
ら
あ
み
」
を
編
ん
で
き
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
土
地
で
編
む
理
由
と

い
う
の
が
や
っ
ぱ
り
必
要
な
ん
で
す
。「
何
故
編
む
の
か
」
と
い
う
。
最
初
に
お

会
い
し
た
時
に
、
雄
島
だ
っ
た
り
瑞
巌
寺
だ
っ
た
り
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
ん

で
す
が
、
ど
れ
も
す
ぐ
に
響
く
も
の
が
あ
っ
て
。
綾
さ
ん
は
土
地
の
声
を
引
き
出

す
、
声
を
通
訳
し
て
下
さ
る
存
在
だ
と
い
う
の
が
、
最
初
出
会
っ
た
時
の
印
象
で

し
た
。

佐
藤　
私
は
松
島
生
ま
れ
松
島
育
ち
で
松
島
を
す
ご
く
好
き
な
の
で
、
外
か
ら
寄

り
添
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
す
ご
く
嬉
し
く
て
。
松
島
は

平
安
の
頃
か
ら
霊
場
と
し
て
の
歴
史
が
あ
る
ん
で
す
が
、
雄
島
は
そ
の
原
点
と
言

わ
れ
て
い
る
島
な
ん
で
す
。
雄
島
か
ら
見
る
松
島
の
景
色
が
あ
ま
り
に
も
綺
麗
な

の
で
、
こ
の
世
と
あ
の
世
の
境
目
だ
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
人
が
祈
り
を
捧
げ

た
り
、
家
族
の
成
仏
を
願
っ
て
遺
骨
や
遺
髪
を
持
っ
て
き
た
り
、
僧
侶
の
方
々
が

修
行
を
し
て
生
活
し
て
い
た
場
所
だ
っ
た
ん
で
す
。
江
戸
時
代
に
瑞
巌
寺
が
伊
達

政
宗
公
の
菩
提
寺
に
な
っ
て
そ
ち
ら
が
有
名
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
実
は
原
点
は

雄
島
だ
と
い
う
こ
と
が
な
か
な
か
皆
さ
ん
に
お
伝
え
で
き
て
い
な
く
て
。

五
十
嵐　
雄
島
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
そ
の
説
明
を
受
け
て
、
あ
あ
、
か
つ

て
の
人
は
こ
こ
に
極
楽
浄
土
を
見
た
の
か
と
。
現
代
を
生
き
る
我
々
は
松
島
の
風

景
か
ら
極
楽
浄
土
を
見
出
す
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
で

も
何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
ら
辿
り
着
け
た
り
、
瞬
間
的
に
は
想
い
を
馳
せ
る
こ

と
が
出
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
、
今
回
、「
そ
ら
あ
み
」
で
極
楽
浄
土
を

つ
か
ま
え
た
い
な
と
。
で
も
極
楽
浄
土
を
つ
か
ま
え
る
っ
て
言
っ
て
も
抽
象
的
す

ぎ
る
の
で
、
も
う
ち
ょ
っ
と
具
体
的
な
も
の
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
時
に
、
も

ん
で
、
最
後
に
朴
島
の
牡
蠣
棚
の
上
に
展
示
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
で
、
高
田
さ

ん
だ
っ
た
り
津
川
さ
ん
と
今
度
は
松
島
で
や
っ
て
み
た
い
と
話
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
、
綾
さ
ん
に
出
会
っ
た
。

谷
津　
綾
さ
ん
は
、
最
初
お
話
を
聞
い
た
時
は
ど
ん
な
印
象
で
し
た
か
？

佐
藤　
私
、「
つ
な
が
る
湾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
事
前
に
拝
見

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
て
、「
そ
ら
あ
み
」
の
こ
と
も
知
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ

れ
で
、
高
田
さ
ん
に
「
松
島
で
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い

て
す
ご
く
嬉
し
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
漁
網
を
編
む
こ
と
で
そ
の
土
地
の
文
化
も
編

む
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
す
ご
く
私
の
中
で
響
い
て
。
松
島
は
い
わ
ゆ
る
日
本
三

景
と
い
う
こ
と
で
す
ご
く
有
名
に
な
っ
て
ま
す
け
ど
、
も
と
も
と
は
「
霊
場
」
で

あ
り
人
々
が
祈
り
を
捧
げ
る
場
所
だ
っ
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
ん
で
す
。「
そ
ら

あ
み
」
で
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
伝
え
ら
れ
た
ら
す
ご
く
素
敵
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

考
え
て
、「
雄
島
を
見
な
が
ら
編
ん
で
は
ど
う
で
す
か
？
」
と
ご
紹
介
し
て
。
雄

島
は
元
々
瑞
巌
寺
さ
ん
と
深
く
関
係
が
あ
る
場
所
だ
か
ら
、
雄
島
と
瑞
巌
寺
で

「
そ
ら
あ
み
」
の
展
示
を
実
現
す
る
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
な
と
。
そ
れ
が
始
ま

り
で
し
た
。

う
一
つ
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
出
て
き
た
の
が
お
月
様
だ
っ
た
ん
で
す
。
瑞
巌
寺
は

伊
達
家
の
菩
提
寺
で
、
政
宗
公
が
約
5
年
を
か
け
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ

せ
た
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
京
都
か
ら
職
人
を
呼
ん
で
、
柱
が
一
回
で
も
地
面
に
付

い
た
ら
縁
起
が
悪
い
か
ら
使
わ
な
か
っ
た
と
か
、
い
ろ
い
ろ
話
が
残
っ
て
い
る
ん

で
す
け
ど
、
中
で
も
一
番
驚
い
た
の
が
、
参
道
が
中
秋
の
名
月
が
昇
る
角
度
に
合

わ
せ
て
あ
る
と
。

佐
藤　
政
宗
公
は
本
当
に
松
島
で
の
お
月
見
が
好
き
だ
っ
た
み
た
い
で
、
お
月
見

を
楽
し
ん
だ
島
と
か
も
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
瑞
巌
寺
の
設
計
を
す
る
と
き

に
、
参
道
の
真
ん
中
か
ら
中
秋
の
名
月
が
愛
で
ら
れ
る
よ
う
に
作
っ
た
そ
う
な
ん

で
す
ね
。

五
十
嵐　
わ
ざ
わ
ざ
瑞
巌
寺
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
南

東
方
向
に
参
道
を
位
置
づ
け
て
、
多
く
の
人
が
そ
こ
を
歩
い
て
参
拝
し
、
帰
っ
て

い
く
。
政
宗
公
が
そ
う
ま
で
し
て
遺
し
た
か
っ
た
も
の
、
未
来
を
生
き
る
人
達
に

伝
え
た
か
っ
た
も
の
は
何
な
の
か
と
考
え
る
と
、
実
は
そ
れ
は
「
霊
場
松
島
」
の

風
景
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
中
秋
の
名
月
が
参
道
の
先
に
上
が
っ
て
き
て
、
穏
や

か
な
波
間
に
キ
ラ
キ
ラ
と
波
が
輝
く
ま
さ
に
極
楽
浄
土
、
あ
の
世
と
こ
の
世
を
つ

な
ぎ
、
人
の
思
い
が
集
う
瞬
間
。
そ
う
い
う
視
点
、
感
覚
み
た
い
な
も
の
を
未
来

に
繋
げ
た
か
っ
た
が
た
め
に
、
参
道
を
月
の
た
め
の
角
度
に
し
た
。
未
来
を
生
き

る
我
々
が
受
け
取
る
べ
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
そ
こ
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ

て
、
今
回
は
極
楽
浄
土
を
つ
か
ま
え
る
＝
お
月
様
を
つ
か
ま
え
る
「
そ
ら
あ
み
」

を
し
て
み
よ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

谷
津　
実
際
に
「
そ
ら
あ
み
」
を
展
示
し
て
み
た
ら
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
す
ご

く
瑞
巌
寺
の
参
道
の
空
間
に
似
合
い
ま
し
た
よ
ね
。

津
川　
衝
撃
で
し
た
よ
。
僕
の
中
で
は
瑞
巌
寺
で
は
こ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
い

と
思
っ
て
い
て
。

五
十
嵐　
僕
が
い
き
な
り
行
っ
て
も
門
前
払
い
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
、
綾
さ
ん

は
、
役
場
職
員
と
し
て
き
ち
ん
と
、
文
化
財
や
施
設
の
こ
と
を
分
か
っ
て
い
る
上

に
「
地
元
の
人
」
っ
て
い
う
顔
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
瑞
巌
寺
の
人
が
昔
か
ら
の
お

友
達
で
あ
っ
た
り
と
か
、
県
の
担
当
者
の
方
と
か
、
文
化
財
担
当
の
方
も
み
ん
な

仲
間
と
い
う
感
じ
で
。

佐
藤　
ご
近
所
さ
ん
で
あ
っ
た
り
と
か
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
知
り
合
い
と
か
も

多
い
で
す
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
お
役
に
立
て
る
こ
と
は
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

五
十
嵐　
編
ん
だ
場
所
は
松
島
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
で
、
雄
島
の
付
け
根
の
よ
う

な
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
ど
、
向
か
い
に
い
か
ぽ
っ
ぽ
屋
さ
ん
が
あ
っ
て
、
か
き
氷

の
差
入
れ
と
か
、
看
板
を
も
っ
と
こ
っ
ち
に
置
い
た
方
が
い
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
く
れ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
応
援
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
夏
休
み
だ
っ
た
の
で
、
水

族
館
に
遊
び
に
来
た
ご
家
族
だ
っ
た
り
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
に
来
た
方
た
ち
だ
っ

た
り
、
関
西
の
方
か
ら
た
ま
た
ま
旅
行
に
来
て
た
美
容
師
さ
ん
だ
っ
た
り
と
か
、

通
り
す
が
り
の
人
か
ら
地
元
の
方
ま
で
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

津
川　
編
み
方
と
い
う
の
は
全
国
共
通
な
ん
で
す
か
？

五
十
嵐　
そ
れ
が
面
白
く
て
、
世
界
共
通
な
ん
で
す
。
現
存
す
る
最
古
の
網
は
中
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石
器
時
代
の
遺
跡
か
ら
出
て
い
る
ら
し
い
ん
で
す
が
、
網
と
い
う
の
は
植
物
の
繊

維
を
編
ん
で
作
っ
て
い
た
の
で
形
が
残
り
に
く
く
て
、
遺
跡
か
ら
も
な
か
な
か
出

て
来
な
い
ら
し
い
ん
で
す
。
が
、
お
そ
ら
く
海
伝
い
に
伝
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う

と
。
今
年
の
６
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
編
ん
で
来
た
ん
で
す
け
ど
、

津
川　
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
！

五
十
嵐　
そ
う
、
地
球
の
裏
側
で
も
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
。
そ
し

た
ら
ね
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
漁
師
も
編
ん
で
ま
し
た
。
同
じ
で
す
。
道
具
も
同
じ
。
網

針
（
ア
バ
リ
）
っ
て
い
う
道
具
を
使
う
ん
で
す
け
ど
、
こ
の
網
針
の
デ
ザ
イ
ン
も

同
じ
な
ん
で
す
。
東
松
島
に
里
浜
貝
塚
っ
て
い
う
約
7
千
年
前
の
遺
跡
が
あ
り
ま

す
け
ど
、
瀬
戸
内
海
で
出
会
っ
た
海
洋
考
古
学
者
の
人
に
聞
い
た
ら
、
ど
う
や
ら

日
本
で
一
番
古
い
網
針
は
里
浜
か
ら
出
て
る
ら
し
い
ん
で
す
よ
。
そ
の
頃
か
ら
デ

ザ
イ
ン
が
変
わ
っ
て
い
な
い
。
完
成
さ
れ
て
る
ん
で
す
。
縄
文
時
代
の
人
た
ち
も

こ
れ
を
見
た
ら
「
あ
あ
、
網
針
だ
」
っ
て
思
う
わ
け
で
す
よ
ね
。

津
川　
縄
文
人
も
「
そ
ら
あ
み
」
を
し
て
た
（
笑
）

五
十
嵐　
当
時
は
生
き
る
た
め
に
網
を
編
ん
で
い
て
、「
そ
ら
あ
み
」
は
違
う
目

的
で
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
あ
あ
や
っ
て
水
際
で
人
が
集
い
、
網
を
編
ん
で
、
小

さ
い
子
た
ち
が
糸
を
巻
い
て
た
り
、
年
配
の
方
達
が
教
え
に
来
て
く
れ
た
り
っ
て

い
う
光
景
は
、
お
そ
ら
く
縄
文
時
代
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
編
ん
だ
人
だ
け

が
わ
か
る
、
指
の
ち
ょ
っ
と
食
い
込
む
感
じ
と
か
も
、
多
分
縄
文
人
も
わ
か
っ
て

く
れ
る
。

津
川　
そ
う
思
う
と
す
ご
い
で
す
ね
。

谷
津　
「
そ
ら
あ
み
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
時
に
よ
く
話
す
ん
で
す
が
、現
代
ア
ー

ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
っ
て
、
や
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
地
元
の
年
配
の
方
に
は
関

わ
っ
て
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、「
そ
ら
あ
み
」
は
や
っ

て
い
る
と
地
元
の
方
が
話
し
か
け
て
く
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
一
緒
に
作
品

を
作
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
そ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
聞
い
て
関
係
性
を

作
っ
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
ん
で
す
よ
ね
。

五
十
嵐　
そ
う
な
ん
で
す
。
や
っ
て
い
る
間
に
い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い
が
あ
っ

て
、
綾
さ
ん
に
出
会
い
、
漁
師
さ
ん
や
ヨ
ッ
ト
乗
り
に
出
会
い
。
結
果
、
網
を

編
み
な
が
ら
人
を
編
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
最
後
、
出
来
上
が
っ
た
網
を
使
っ

て
月
を
つ
か
ま
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
中
秋
の
名
月
の
日
に
み
ん
な
で
再
会
し

て
、
松
島
湾
の
あ
な
ご
の
白
焼
き
を
さ
っ
き
の
い
か
ぽ
っ
ぽ
屋
さ
ん
で
焼
い
て
も

ら
い
、
ヨ
ッ
ト
乗
り
達
は
そ
ば
が
好
き
な
の
で
、
そ
ば
打
ち
職
人
さ
ん
に
来
て
も

ら
っ
て
手
打
ち
そ
ば
を
食
べ
て
。
さ
ら
に
、
去
年
浦
戸
諸
島
で
編
ん
だ
時
に
協
力

し
て
く
れ
た
漁
師
さ
ん
が
蟹
を
山
ほ
ど
持
っ
て
来
て
く
れ
て
、
お
い
し
い
日
本
酒

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
み
ん
な
で
網
越
し
に
月
を
眺
め
る
っ
て
い
う
、
そ
う
い
う

つ
か
ま
え
方
が
で
き
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
最
初
に
松
島
に
入
っ
た
と
き
に
思

い
描
け
て
い
た
も
の
で
は
な
く
て
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
話
が
つ
な
が
っ
て
い
っ
て
最

後
に
あ
の
日
が
出
来
上
が
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
去
年
お
会
い
し
た
浦
戸
の
方
だ
っ

た
り
、
塩
釜
の
方
も
松
島
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
今
年
新
た
に
出
会
っ
た
松
島
の

方
た
ち
も
そ
こ
に
い
て
、「
つ
な
が
る
湾
」
ら
し
い
夜
だ
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

「
今
の
価
値
観
」
か
ら
自
由
に
な
る
き
っ
か
け
を
開
く

谷
津　
綾
さ
ん
は
前
年
の
浦
戸
諸
島
の
「
そ
ら
あ
み
」
は
実
際
に
ご
覧
に
な
っ
て

い
た
ん
で
す
か
？

佐
藤　
残
念
な
が
ら
見
て
い
な
く
て
、「
つ
な
が
る
湾
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
知
っ

た
ん
で
す
。「
そ
ら
あ
み
」
も
そ
う
で
す
し
、「
つ
な
が
る
湾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
、

行
政
の
ボ
ー
ダ
ー
を
越
え
て
湾
で
つ
な
が
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
も
う
私
に

と
っ
て
心
を
打
つ
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
。

谷
津　
じ
ゃ
あ
も
う
、
待
っ
て
い
ま
し
た
と
い
う
。

佐
藤　
本
当
に
待
っ
て
い
ま
し
た
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
震
災
の
次
の
日
に
仕
事

で
湾
岸
エ
リ
ア
を
歩
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
、
松
島
湾
が
も
の
す
ご
く

綺
麗
だ
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
く
ら
い
の
被
害
で
松
島
湾
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

は
や
っ
ぱ
り
意
味
が
あ
る
。
湾
の
向
こ
う
側
の
浦
戸
の
被
害
は
ひ
ど
か
っ
た
わ
け

で
、
島
々
が
緩
衝
材
に
な
っ
て
く
れ
た
か
ら
私
た
ち
は
助
け
ら
れ
た
と
い
う
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
は
り
松
島
湾
は
私
た
ち
松
島
町

だ
け
で
は
な
く
多
く
の
人
が
共
有
し
て
い
て
、
そ
こ
に
は
い
ろ
ん
な
暮
ら
し
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
私
も
再
認
識
し
て
。
湾
を
深
く
知
っ
て
み
ん
な
で
共
有
す
る
た

め
の
何
か
を
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
た
震
災
後
の

数
年
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
私
自
身
の
や
っ
て
い
き
た
い
こ

と
と
す
ご
く
合
致
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。

津
川　
も
と
も
と
「
湾
」
で
考
え
る
発
想
を
お
持
ち
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ

ね
。「
つ
な
が
る
」
と
い
う
の
は
単
純
な
言
葉
な
の
で
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
の
仕
方

が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、「
僕
と
あ
な
た
」
と
か
、「
塩
釜
と
松
島
」
と
か
の

二
点
間
と
い
う
の
が
す
ご
く
重
要
で
、
合
併
し
よ
う
っ
て
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち
位
置
、
地
域
文
化
を
お
互
い
に
知
っ
て
、
認
め
合
っ
た
上
で
同

じ
方
向
を
向
く
。
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
れ
ば
利
益
が
出
る
と
か
そ
ん
な
話

で
は
な
く
て
、
一
番
大
事
な
の
は
、
お
互
い
を
知
る
こ
と
で
自
分
を
よ
り
知
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
僕
の
思
う「
つ
な
が
る
」で
す
。

五
十
嵐　
こ
こ
に
来
る
前
は
熊
本
の
不
知
火
湾
に
い
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
面
白

い
話
を
聞
い
て
。
今
の
行
政
区
画
と
い
う
の
は
廃
藩
置
県
の
時
に
で
き
た
わ
け
で

す
よ
ね
。
今
も
「
群
」
と
い
う
住
所
が
残
っ
て
ま
す
け
ど
、
あ
の
「
群
」
と
い
う

の
は
廃
藩
置
県
以
前
か
ら
あ
る
地
域
の
区
分
で
、
川
の
流
れ
と
か
水
の
動
き
を
グ

ル
ー
プ
化
し
た
も
の
ら
し
く
て
。
水
の
動
き
と
い
う
の
は
つ
な
が
り
で
あ
る
と
同

時
に
、
隔
た
り
で
も
あ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
の
後
、
今
の
行
政
区
画
に
切
り
替

わ
っ
て
い
く
中
で
、
道
路
や
線
路
を
作
っ
た
。
水
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
グ
ル
ー

ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
も
の
に
対
し
て
、
新
し
く
経
済
状
況
を
生
み
出
す
た
め
の
グ
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ル
ー
ピ
ン
グ
を
し
直
し
、
水
の
代
わ
り
に
電
車
で
あ
っ
た
り
道
路
を
通
し
た
と
。

今
、
湾
と
い
う
水
の
流
れ
を
ベ
ー
ス
に
、
行
政
区
画
を
越
え
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
の
は
、
何
か
時
代
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
と
言

う
か
、
資
本
主
義
の
行
き
詰
ま
り
み
た
い
な
こ
と
だ
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
閉
塞

感
み
た
い
な
も
の
だ
っ
た
り
、
未
来
を
ど
う
見
出
し
て
い
け
る
の
か
が
問
わ
れ

て
い
く
時
に
、
自
分
た
ち
の
中
に
D
N
A
と
し
て
刻
ま
れ
て
い
る
「
水
の
記
憶
」

み
た
い
な
も
の
が
自
由
に
な
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
ち
ょ
っ

と
思
っ
た
り
し
て
。
我
々
の
身
体
は
７
割
く
ら
い
水
で
で
き
て
る
ら
し
い
で
す

し
。

津
川　
陸
で
は
な
い
交
通
と
い
う
こ
と
で
言
う
と
、
こ
の
地
域
に
は
昔
「
三
陸
汽

船
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
塩
釜
と
釜
石
を
結
ん
で
い
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う

海
を
中
心
に
し
た
文
化
を
知
る
と
は
っ
と
気
づ
く
部
分
が
あ
る
と
い
う
か
、
現
代

と
は
見
方
、
も
の
さ
し
が
違
い
ま
す
よ
ね
。

五
十
嵐　
今
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
「
海
辺
の
記
憶
を
た
ど
る
旅
」
と
い
う
名
前
が
つ

い
て
ま
す
け
ど
、
網
も
そ
う
だ
し
、
船
を
漕
ぐ
こ
と
も
そ
う
だ
し
、
水
に
関
わ
る

行
動
を
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
中
に
あ
る
水
の
記
憶
を
開
く
み
た
い
な
。
昔
の
人

が
や
っ
て
い
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
現
代
で
使
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
し
、
過
去

の
歴
史
を
読
み
解
く
と
か
、
昔
は
よ
か
っ
た
よ
ね
と
い
う
こ
と
で
も
な
く
、
で
も

僕
ら
は
何
か
、
今
の
価
値
観
か
ら
自
由
に
な
り
た
く
て
、
そ
こ
を
開
く
き
っ
か
け

が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思
う
。
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
水
と
ど
う
つ
き

あ
っ
て
い
く
か
を
考
え
な
が
ら
、
内
側
に
あ
る
も
の
に
も
っ
と
目
を
向
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

谷
津　
「
海
辺
の
記
憶
を
た
ど
る
旅
」
と
い
う
の
は
、
去
年
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
全
体
を
説
明
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
る
時
に
、
報
告
書
み
た
い
な
名
前
に

す
る
の
は
嫌
だ
ね
と
話
し
合
っ
て
、
出
て
来
た
言
葉
な
ん
で
す
よ
ね
。
や
っ
ぱ
り

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
言
っ
た
よ
う
な
表
に
出
て
来
な
い
記
憶
、
自
分
た
ち

の
遺
伝
子
の
中
に
知
ら
な
い
間
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
も
の
を
感
じ
と
る
と
か
、

そ
う
い
う
も
の
を
探
す
作
業
を
し
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

五
十
嵐　
伊
達
政
宗
も
海
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
な
っ
て
思
う
と
な
ん
か
ち
ょ
っ

と
嬉
し
く
な
る
と
か
、
政
宗
公
も
こ
こ
か
ら
月
を
見
て
い
た
ん
だ
、
と
い
う
風
に

視
線
を
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る
楽
し
さ
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

佐
藤　
松
島
湾
の
形
は
そ
の
時
と
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
本
当
に
政
宗
公

と
同
じ
景
色
が
見
れ
ち
ゃ
う
。
そ
れ
だ
け
で
も
「
松
島
湾
て
す
ご
い
」
っ
て
思
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。

谷
津　
松
島
湾
に
は
大
き
な
河
川
が
流
れ
込
ん
で
い
な
い
の
で
、
土
砂
が
堆
積
せ

ず
、
縄
文
時
代
か
ら
ず
っ
と
同
じ
地
形
だ
と
。
な
の
で
、
今
現
在
私
た
ち
が
見
て

い
る
風
景
を
縄
文
人
も
見
て
い
た
し
、
縄
文
人
も
同
じ
よ
う
に
松
島
湾
の
魚
を
食

べ
て
い
た
し
、
同
じ
よ
う
に
網
を
編
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

五
十
嵐　
や
っ
て
る
こ
と
は
一
緒
だ
と
い
う
。

佐
藤　
今
も
変
わ
ら
ず
に
や
っ
て
い
る
。

谷
津　
地
域
資
源
を
生
か
す
取
り
組
み
っ
て
、
今
あ
ち
こ
ち
で
盛
ん
に
や
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
観
光
資
源
に
す
る
た
め
に
や
る
パ
タ
ー
ン
が
ほ
と
ん
ど
で
す
よ
ね
。

私
た
ち
の
よ
う
な
考
え
で
地
域
を
知
ろ
う
と
す
る
行
為
と
い
う
の
は
、
津
川
さ
ん

が
「
自
分
を
知
る
こ
と
が
一
番
大
事
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
に
、
あ
る
意

味
自
分
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
。

津
川　
一
回
来
れ
ば
終
わ
り
の
「
観
光
松
島
」
で
は
な
く
て
、
何
回
も
来
て
欲
し

い
だ
と
か
、
も
っ
と
言
え
ば
住
ん
で
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
「
霊
場
松
島
」
と

い
う
言
葉
に
現
れ
て
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
観
光
を
や
る
に
し

て
も
、
来
て
も
ら
う
人
以
前
に
住
ん
で
る
人
が
自
分
の
土
地
の
文
化
を
知
っ
た
上

で
迎
え
入
れ
ら
れ
た
ら
い
い
し
、
来
る
人
も
、
地
元
の
人
と
同
じ
目
線
で
観
光
し

て
も
い
い
の
か
な
と
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。

佐
藤　
本
当
に
そ
う
思
い
ま
す
。
ま
た
、
松
島
を
伝
え
る
た
め
に
は
多
賀
城
の
存

佐藤　綾（松島町役場産業観光課観光班長）

松島町の国宝瑞巌寺の参道のすぐそばで生まれ育
つ。職業として観光振興に取り組むと共に、生まれ
育った素敵な町の魅力を多くの人に伝えることをラ
イフワークとして活動中。好きな言葉は「袖振り合
うも多生の縁」。

津川　登昭
（一般社団法人チガノウラカゼコミュニティ理事長）
塩釜市生まれ、多賀城市在住。仙台の広告制作会社
へ所属しながらチガカゼを主宰。湾地域の兄弟性を
感じ、地域の自慢観光や自慢教育の拠点としての「湾
の駅」構想を提唱している。

五十嵐　靖晃（アーティスト）

東京藝術大学大学院修了。土地に住み、そこで出会
う人と共に、普段の生活に新たな視点と人の繋がり
をつくる試みを行う。代表作は、福岡県太宰府天満
宮との協働プロジェクト「くすかき」、住民たちと
ともに新たな風景をつくり上げる「いろほし」「そ
らあみ」など。

谷津　智里　（Circuit）

東京都出身、白石市在住。2011 年、Art Support 
TOHOKU-TOKYO（東京都による芸術文化を活用
した被災地支援事業）のスタッフとなる。2013 年
より同事業コーディネーターとして、塩釜のメン
バーとともにつながる湾プロジェクトを作り上げて
きた。

在
も
大
き
い
ん
で
す
よ
ね
。
多
賀
城
に
国
府
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
鹽
竈
神
社
が
あ

り
、
松
島
に
瑞
巌
寺
前
史
の
松
島
寺
が
で
き
た
わ
け
な
の
で
。

津
川　
多
賀
城
は
当
時
の
日
本
で
は
外
に
対
す
る
防
御
の
拠
点
だ
っ
た
の
で
、
こ

の
辺
り
の
中
心
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
時
代
と
と
も
に
軍
事
的
な
役
割
が
薄
れ

て
、
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
ん
で
す
が
。

佐
藤　
「
宮
城
」
と
い
う
地
名
は
、
多
賀
城
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
き
て
い
る
の
で
、

多
賀
城
は
宮
城
の
原
点
な
ん
で
す
。

谷
津　
た
ど
っ
て
い
く
と
全
て
に
理
由
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
も
と
は
里
浜
に
何

千
年
も
縄
文
人
が
定
住
し
て
い
た
、
人
が
住
み
続
け
て
き
た
土
地
だ
と
い
う
下
地

が
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
塩
が
作
ら
れ
て
い
て
、
だ
か
ら
こ
そ
多
賀
城
が
こ
こ
に

来
た
ん
だ
と
、
私
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
。

津
川　
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、歴
史
と
今
の
両
方
を
汲
み
取
っ
て
「
湾
」

と
い
う
発
想
の
も
と
に
連
携
し
て
い
く
の
は
正
解
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

佐
藤　
地
域
の
人
が
そ
れ
を
再
認
識
す
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
も
の
、
出
来
上
が

る
も
の
も
変
わ
っ
て
く
る
気
が
し
ま
す
。

五
十
嵐　
面
白
が
れ
る
仲
間
を
増
や
す
の
も
大
事
で
す
よ
ね
。
こ
う
い
う
ア
ク

シ
ョ
ン
と
か
考
え
と
か
を
一
緒
に
面
白
が
れ
る
、
湾
を
楽
し
め
る
仲
間
が
増
え
て

い
く
の
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
一
番
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
か
、
原
動

力
に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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あとがき

2013 年 5 月、この湾へやってきた TANeFUNe は、
まるで図らずも海流に乗ってこの地に辿り着いた漂流
船のようだった。初めは、非日常の連続である被災地
に正体不明の船が漂着したことに戸惑った。

「この船は何をしに来たのか。」

疑問はやがて新たな課題へと変換され、TANeFUNe
は「この地域の物語や記憶を積み込むうつわ」として、
私たちとこの地域を否応なく向き合わせた。

チーム wan 勉強会で「三陸汽船」を題材にした際、
明治 40 年代、三陸沿岸を民間事業による汽船が運
航し、荷物や旅客を運んでいたことを知った。実は高
田家もその頃、岩手から移住している。地域の文脈か
ら、自分の家系がいつ、いかにしてこの地域に辿りつ
いたのかを知り、この土地の歩みを自分事として捉え
るきっかけになった。活動に取り組む中でそうした気づ
きを何度か経験するうち、不安はいつしか好奇心へと
変わっていった。

今では、2013 年 5 月に蒔かれた種は様々な芽を出し、
この地域に根付いている。

宮戸島から湾を一望する私たちの眼差しには、松島湾
の特殊な地形にひそむ眩しい文化資源が映る。塩をひ
とくち舐めれば、湾域の歩みと繋がりを感じることが
出来る。この湾で育まれてきた暮らしや文化が、一人
一人の感覚に、誇りとなって浸透しはじめている。

今を生きるからこそ、消えゆく日常を記録し、海辺の
記憶をたどっていきたい。漂いながらも、この旅は続く
だろう。

最後に、日比野克彦さん、舞鶴「TANeFUNe」チー
ムの皆さん、五十嵐靖晃さん、増田拓史さん、そして
このプロジェクトに参加いただきました全ての皆様に心
より感謝申し上げます。

つながる湾プロジェクト運営委員会
　　　　　　　　 ビルド・フルーガス代表

高田彩

5 月 26 日

場所／塩釜市浦戸諸島４島

Welcome!! TANeFUNe ＠塩竈浦戸のりフェスティバル

5 月 26 日

場所：ビルドスペース（塩釜市港町）

つながる湾プロジェクトキックオフミーティング

6 月 10 日

場所：五十嵐邸（塩釜市玉川）

第１回　チーム wan の会　

6 月 16 日

場所：塩釜市浦戸諸島寒風沢島

寒風沢島田植イベントに TANeFUNe が参加

6 月 20 日

場所：五十嵐邸（塩釜市玉川）

第２回　チーム wan の会

6 月 23 日

場所：くろしおマリーナ（塩釜市北浜）

TANeFUNe デッキリペアワークショップ

6 月 27 日

場所：ビルドスペース（塩釜市港町）

第１回　チーム wan 勉強会

6 月 29 日・30 日

場所：マリンゲート塩釜

TANeFUNe 乗船体験

＠マリンゲート塩竈リニューアル一周年祭

7 月 4 日

場所：五十嵐邸（塩釜市玉川） 

第３回チーム wan の会

1 月 13 日

場所：ビルドスペース（塩釜市港町）

語り継ぎのためのワークショップ

「海よりも風よりも」歌い継ぎ　～青谷明日香編～

2 月 6 日

場所：ビルドスペース（塩釜市港町）

第 9 回　チーム wan 勉強会

2 月 23 日

場所：ビルドスペース（塩釜市港町）

語り継ぎのためのワークショップ　

「海よりも風よりも」歌い継ぎ

～アサノタケフミ、asari 編～

5 月 19 日

場所：ビルドスペース（塩釜市港町）

第 10 回　チーム wan 勉強会

7 月 13 日

場所：オ  フルニル  デュ  ボワ　鈎取本店（仙台市）

語り継ぎのためのワークショップ

漂流民たちが初めて食べたパンづくり

～オ  フルニル  デュ  ボワ編～

7 月 18 日～ 9 月 28 日

場所：うらとラウンジ “ 菜の花 ”

          （塩釜市浦戸諸島野々島）

喜多直人 写真展　［同居湾～ 2013 浦戸諸島～］

つながる湾プロジェクト  全記録

［2013］

［2014］

9 月 1 日～ 8 日

場所：塩釜市浦戸諸島桂島

そらあみ展示 in 桂島

9 月 9 日～ 15 日

場所：塩釜市浦戸諸島朴島

そらあみ展示 in 朴島

9 月 11 日

場所：南三陸町本浜町

TANeFUNe in 南三陸

11 月 12 日

場所：ビルドスペース（塩釜市港町）

第７回　チーム wan 勉強会

12 月 3 日

場所：ビルドスペース（塩釜市港町）

第８回　チーム wan 勉強会

12 月 7 日～ 8 日

場所：7 日 / ふれあいエスプ塩竈　　　　

 　　   8 日 / 民宿外川屋

                    （塩釜市浦戸諸島寒風沢島）

つながる湾フォーラム　～海・種・記憶～　

12 月 20 日

場所：宮城県漁業協同組合塩竈浦戸東部支所　　　　　

　　　（塩釜市浦戸諸島寒風沢島）

浦戸食堂　まりこさんのカレーとその記憶

12 月 21 日

場所：塩竈市公民館本町分室　大講堂

          （塩釜市本町）

海辺の記憶をたどる旅展

12 月 21 日

場所：塩竈市公民館本町分室 大講堂

　　　（塩釜市本町）

語り継ぎのためのワークショップ

ロシア皇帝・アレクサンドル一世が身につけ

ていた勲章づくり ～ wool,cube,wool! 編～

7 月 4 日～ 6 日

場所：釜ヶ渕、御釜神社（塩釜市）

TANeFUNe が御釜神社藻塩焼神事を取材

7 月 11 日

場所：五十嵐邸（塩釜市玉川）

第２回　チーム wan 勉強会

7 月 21 日

場所：塩釜市浦戸諸島

TANeFUNe 乗船体験

＠アマモ再生企画 in 浦戸諸島

7 月 25 日

場所：ビルドスペース（塩釜市港町）

第３回　チーム wan 勉強会

8 月 1 日～ 31 日

場所：塩釜市浦戸諸島 4 島

TANeFUNe カフェ in 浦戸諸島

8 月 8 日

場所：ビルドスペース（塩釜市港町）

第４回　チーム wan 勉強会

8 月 10 日～ 31 日

場所：塩釜市浦戸諸島 4 島

そらあみ ― 浦戸諸島 ― 

8 月 22 日

場所：ビルドスペース（塩釜市港町）

第５回　チーム wan 勉強会

8 月 29 日

場所：ビルドスペース（塩釜市港町）

第６回　チーム wan 勉強会

8 月 4 日

場所：ビルドスペース（塩釜市港町）

第 11 回　チーム wan 勉強会

8 月 14 日～ 28 日

場所：松島ヨットハーバー（松島町松島）

そらあみ　－松島－

8 月 30 日

場所：塩釜市浦戸諸島寒風沢島、朴島、

　　　東松島市宮戸島

湾の記憶ツーリズム　シュミレーションツアー

8 月 30 日～ 9 月 9 日

場所：雄島および瑞巌寺参道（松島町）

「そらあみ ― 松島 ―」展示

9 月 9 日

場所：松島ヨットハーバー、雄島および瑞巌寺

　　　参道（松島町）

「そらあみ ― 松島 ―」越しに満月を愛でる会

9 月 27 日

場所：塩釜市浦戸諸島野々島

同居湾プレゼンツ「野々島で芋煮会とお茶っこ」

10 月 12 日

場所：塩釜市浦戸諸島寒風沢島、朴島、

　　　東松島市宮戸島

湾の記憶ツーリズム （プロジェクト継続中）

発行　ビルドフル—ガス＋一般社団法人チガノウラカゼコミュニティ ,

　　　えずこ芸術のまち創造実行委員会 , 東京都 ,

　　　東京文化発信プロジェクト室（公益財団法人東京都歴史文化財団）

運営　つながる湾プロジェクト運営委員会

共催　塩竈市

つながる湾プロジェクト

2013 年 5 月～ 2015 年3 月
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